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桜
の
蕾
が
薄
紅
色
に
色
づ
き
は

じ
め
た
３
月
19
日
、
か
ま
く
ら

春
秋
社
の
ご
協
力
を
得
て
、同
社

の
応
接
室
で
本
格
社
会
派
ミ
ス
テ

リ
ー
の
大
家
・
斎
藤
栄
氏
に
お
話

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
殺
人
の
棋
譜
」
で
江
戸
川
乱

歩
賞
受
賞
、そ
の
後
専
業
作
家
と

し
て
の
道
を
歩
み
、「
魔
法
陣
」シ

リ
ー
ズ
で
社
会
派
推
理
作
家
の
地

位
を
確
立
、平
成
17
年
10
月
に
鎌

倉
文
学
館
で
開
催
さ
れ
た
『
文
学

都
市
鎌
倉
100
人
展
』
で
は
、
鎌
倉

を
代
表
す
る
作
家
と
し
て
紹
介
さ

作　家 斎 藤　栄 氏 

⑴
会
則
改
正

　

昨
年
12
月
臨
時
総
会
を
開
催
し
て
、
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
性
化
の
た
め
に
会
則
を

改
正
し
ま
し
た
。
従
来
の
部
の
名
称
を
一
部

変
更
、
分
割
・
新
設
し
、
７
部
と
し
ま
し
た
。

　

総
務
部
・
財
務
部
・
厚
生
部
・
教
養
部
・
ス
ポ

ー
ツ
部
・
女
性
部
・
勢
年
部
で
す
。
勢
年
部
は

若
手
高
齢
者
の
組
織
化
の
推
進
力
と
な
っ
て

各
部
会
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

⑵
会
員
加
入
促
進

　

毎
年
2
月
を
加
入
促
進
月
間
統
一
事
業
と

し
て
、
加
入
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

む
し
ろ
日
常
の
活
動
の
成
果
に
よ
る
会
員
数

の
増
加
の
ク
ラ
ブ
が
目
立
ち
ま
す
。「
や
ま

も
も
」
の
配
付
や
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど

の
媒
体
を
通
じ
て
関
心
も
深
ま
り
、
玉
縄
地

区
で
1
ク
ラ
ブ
約
80
名
の
結
成（
７
頁
参
照
）

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
に
自
治
会
と
の
連
携
を

計
り
、
新
た
な
結
成
・
立
ち
上
げ
を
支
援
い

た
し
ま
す
。
今
後
、
２
０
１
２
年
に
は
５
０

０
０
名
を
突
破
す
べ
く
本
部
地
区
・
ク
ラ
ブ

の
連
携
を
深
め
、
種
々
の
行
動
を
進
め
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

⑶
創
立
四
十
五
周
年
記
念
事
業

　

昭
和
39
年
９
月
の
設
立
よ
り
45
周
年
を
迎

え
る
の
で
勢
年
部
が
中
心
と
な
り
シ
ニ
ア
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業
を
計
画
し
、
5
月
に
材

木
座
海
岸
の
清
掃
と
、
子
ど
も
さ
ん
・
父
兄

に
呼
び
掛
け
て
地
引
網
を
実
施
。
11
月
に
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業
（
詳
細
検
討
中
）、
11

月
に
聖
路
加
病
院
の
日
野
原
理
事
長
の
講
演

を
開
催
す
る
等
、
世
代
間
交
流
事
業
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　

近
隣
都
市
と
の
交
流
も
、栃
木
県
足
利
市
、

栄
区
シ
ニ
ア
連

合
、
小
田
原
市
老

連
、
沖
縄
県
老
連

と
続
き
、
各
老
人

ク
ラ
ブ
へ
の
状
況

視
察
、
栄
区
と
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
、
芸
能
祭

と
相
互
開
催
し
、

本
年
も
そ
れ
ぞ
れ
が
参
加
し
、
事
業
を
進
め

る
所
存
で
す
。
ま
た
、
5
月
に
姉
妹
都
市
の

長
野
県
上
田
市
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の

交
流
が
行
わ
れ
、
11
月
に
は
栄
区
と
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
兼
ね
て
房
総
方
面
に

1
泊
2
日
の
交
流
旅
行
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。（
詳
細
は
４
頁
）

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
・
二
十
一
年
度
事
業
計
画

「
明
る
い
未
来
の
光
が
降
り
注
ぐ

　

新
時
代
に
あ
っ
た
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

（ 1 ）第 62 号平成 21 年（2009 年）5月 20 日発行

君
出
で
て
民
も
し
づ
ま
り

九
重
の
塵
も
を
さ
ま
る

世
と
は
な
り
に
け
り

れ
た
。

　

私
事
に
な
る
が
、
斎

藤
氏
と
は
終
戦
の
年
か

ら
湘
南
中
・
高
の
同
級

生
で
あ
り
、
そ
ん
な
こ

と
で
今
回
、
鎌
倉
を
舞

台
に
し
た
作
品
を
多
く

輩
出
し
、
鎌
倉
を
愛
し

て
や
ま
な
い
斎
藤
氏
に

ご
登
場
願
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
鎌
倉
へ
の
熱
い
思
い
、
鎌

倉
の
文
化
と
人
、
そ
し
て
作
品
の

知
ら
れ
ざ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、

渾
沌
た
る
社
会
状
況
の
中
で
、
や

や
も
す
れ
ば
光
を
失
い
か
け
そ
う

な
我
々
高
齢
者
に
、
持
ち
前
の
茶

目
っ
気
た
っ
ぷ
り
の
視
点
で
、
勇

気
と
元
気
の
出
る
エ
ー
ル
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

（
対
談
者　

門
田
）

作 家  斎藤 栄 氏

社会福祉法人 湘南育成園 特別養護老人ホーム 

ささ君 ささ君 ささ君 

ささりんどう鎌倉 ささりんどう鎌倉 ささりんどう鎌倉 
デイサービス、 

ショートステイ、入所、 
何でもご相談にのります！ 

0467ー42ー3701 鎌倉市稲村ガ崎３ー１３ー５３ 

静かに心豊かに暮らしたい方に 
稲村ガ崎の海の近く 

全室個室、介護保険サービス利用可 

社会福祉法人  湘南愛心会 

社会福祉法人  湘南愛心会 

鎌倉市上町屋７５０ 

鎌倉市植木６８３ー１０ 

（0467） 42ー1717

（0467） 41ー1122

（株） イーエム 
　ジャパン 0120ー57ー4142

はくだけの簡単健康法 はくだけの簡単健康法 
接骨院の治療から生まれた 接骨院の治療から生まれた 

ブラック（M・L） 
生 成 り（M・L） 
　　ピンク（M） 
　　ブルー（M） 

Mサイズ　22～24cm 
Lサイズ　25～27cm 1,050円（税込） 1,050円（税込） 
指先がでるのがポイント 指先がでるのがポイント 

病院種別　 療養型病床群58床 

診療科目　 内科・呼吸器科・循環器科 
　　　　　 消化器科・心療内科・整形外科 
　　　　　 リハビリテーション科・放射線科 
　　　　　 皮膚科・形成外科・胃腸科 
　　　　　 人工透析（外来・入院）・人間ドック 

鎌倉市大町4丁目6番6号 
（0467） 25ー1231

医療法人財団額田記念会 医療法人財団額田記念会 

額田記念病院 額田記念病院 

鎌倉市大町４丁目6番6号 

介護老人保健施設 介護老人保健施設 

今、そしてこれからの安心を 
古都、鎌倉で・・・ 

老健ぬかだ 老健ぬかだ 

（0467） 25ー3511

1　施設入所サービス 
2　短期入所（短期入所療養介護）サービス 
3　通所リハビリテーション ご高齢者のご自宅へ、 

　　　毎日、昼食と夕食をお届けします。 

1食1回限り、不定期注文も承ります。 



　

昭
和
8
年
、
資
生
堂
薬
剤
師
の

父
の
次
男
と
し
て
東
京
・
蒲
田
に

生
ま
れ
育
っ
た
。
44
年
、
母
の
郷

里
鎌
倉
の
腰
越
津
村
へ
縁
故
疎
開

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
鎌
倉

を
第
二
の
故
郷
、
否
、
心
の
故
郷

と
し
て
並
々
な
ら
ぬ
思
い
を
も
つ

斎
藤
氏
。
そ
の
思
い
は
こ
れ
ま
で

輩
出
さ
れ
た
鎌
倉
を
舞
台
に
し
た

数
々
の
ミ
ス
テ
リ
ー
を
見
て
も
明

白
で
、
特
に
タ
ロ
ッ
ト
日
美
子
シ

リ
ー
ズ
『
鎌
倉
十
二
神
将
の
誘
拐
』

や
異
色
歴
史
エ
ッ
セ
イ
『
鎌
倉
ミ

ス
テ
リ
ー
紀
行
』
は
そ
の
代
表
で

あ
る
。

　

ー
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
鎌
倉
を
舞

台
に
し
た
作
品
を
書
い
た
作
家
は

い
な
い
と
思
う
し
、
第
一
思
い
が

誰
よ
り
も
深
い
。
お
母
様
の
影
響

は
勿
論
だ
け
ど
、
お
父
様
も
も
と

も
と
作
家
志
望
だ
っ
た
と
か
。

　
「
母
の
出
生
は
片
瀬
で
、
幕
末

の
頃
か
ら
続
く
生
粋
の
鎌
倉
人
の

家
系
。
縁
故
疎
開
か
ら
成
人
に
な

る
ま
で
育
っ
た
こ
と
も
あ
る
け
ど
、

も
と
も
と
僕
に
は
鎌
倉
の
血
が
流

れ
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。
そ
し
て
父

は
、
若
い
頃
作
家
を
目
指
し
て
い

た
文
学
青
年
。
井
原
西
鶴
や
曲
亭

馬
琴
が
好
き
だ
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
資
生
堂
本
社
か
ら
鎌
倉
へ

赴
任
し
て
き
た
時
、
胸
の
病
で
療

養
中
の
作
家
の
と
こ
ろ
に
出
向
い

て
は
小
説
の
書
き
方
の
手
ほ
ど
き

を
受
け
た
ら
し
い
で
す
が
、
そ
の

血
も
僕
に
流
れ
て
い
る
。
父
と
母

の
血
を
受
け
継
い
で
、
鎌
倉
の
ミ

ス
テ
リ
ー
作
家
に
な
っ
た
ん
だ
ろ

う
ね
」

　

ー
鎌
倉
市
民
に
と
っ
て
嬉
し
い

の
は
、
斎
藤
さ
ん
の
作
品
は
鎌
倉

を
舞
台
に
し
た
ミ
ス
テ
リ
ー
か
ら

『
鎌
倉
ミ
ス
テ
リ
ー
紀
行
』
の
よ

う
な
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
駆
り

立
て
る
傑
作
歴
史
エ
ッ
セ
イ
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
挑
戦
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
。
鎌
倉
に
住
む
人

は
絶
対
読
む
べ
き
バ
イ
ブ
ル
だ
と

思
う
ね
。

　
「『
鎌
倉
ミ
ス
テ
リ
ー
紀
行
』
は

普
通
の
案
内
書
に
な
ら
な
い
よ
う

に
考
え
た
。
推
理
作
家
の
着
眼
を

活
か
し
て
書
こ
う
と
。
古
く
か
ら

鎌
倉
は
歴
史
的
に
有
名
な
人
々
が

多
く
亡
く
な
っ
て
い
る
。
京
都
も

そ
う
だ
け
ど
、
鎌
倉
は
京
都
よ
り

血
な
ま
ぐ
さ
い
。
親
兄
弟
が
殺
し

あ
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
だ

け
に
謎
め
い
た
事
件
が
多
く
、
そ

こ
を
私
な
り
に
書
き
た
か
っ
た
。

建
長
寺
の
大
広
間
で
取
材
し
た
時

の
震
え
上
が
る
寒
さ
、
夏
の
暑
さ

に
耐
え
な
が
ら
約
2
年
半
で
書
き

上
げ
た
。
そ
れ
か
ら
だ
よ
、
ま
す

ま
す
腰
痛
が
酷
く
な
っ
た
の
は
」

　

ー
『
鎌
倉
ミ
ス
テ
リ
ー
紀
行
』

の
中
で
、
頼
朝
、
頼
家
、
実
朝
の

死
に
つ
い
て
、
ま
た
元
冦
の
役
の

神
風
に
つ
い
て
は
特
に
斎
藤
氏
の

真
骨
頂
を
発
揮
し
た
感
が
あ
る
け

ど
。

「
北
条
政
子
は
最
後
ま
で
北
条
政

子
で
あ
り
続
け
た
。
源
政
子
に
は

な
れ
な
か
っ
た
。
耐
え
忍
ぶ
タ
イ

プ
で
な
く
前
に
出
る
タ
イ
プ
の
女

性
だ
っ
た
ん
だ
な
。
頼
朝
が
馬
か

ら
落
ち
て
死
ん
だ
と
い
う
の
は
、

脳
出
血
が
原
因
。
き
っ
と
政
子
と

の
間
の
異
常
な
ス
ト
レ
ス
が
原
因

だ
っ
た
と
思
う
。
頼
家
、
実
朝
の

死
に
つ
い
て
も
政
子
が
か
か
わ
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
き
っ

と
そ
う
だ
と
思
う
ね
。
そ
れ
と
、

元
冦
の
役
の
神
風
だ
け
ど
、
確
か

に
神
風
も
吹
い
た
ん
だ
が
、
最
近

の
僕
の
研
究
で
は
、
蚊
が
関
係
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
ん
だ
。

大
量
の
蚊
の
発
生
で
元
の
人
々
は

上
陸
で
き
ず
に
船
に
逃
げ
戻
っ
た
、

そ
こ
に
神
風
が
吹
い
て
船
が
皆
沈

ん
だ
.
.
.
面
白
い
よ
ね
。
ま
さ
に

ミ
ス
テ
リ
ー
だ
」

　

ー
斎
藤
さ
ん
の
着
眼
点
が
見
事

で
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
作
風
だ
け
で

な
く
行
動
に
も
現
れ
て
い
る
よ
ね
。

作
品
の
中
で
殺
し
た
人
物
を
供
養

す
る
な
ん
て
本
当
に
面
白
い
。

　
「
処
女
作
以
来
犠
牲
と
な
っ
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達
の
霊
を
ね
ぎ
ら

う
た
め
、
臨
済
宗
東
漸
寺
に
供
養

碑
を
建
て
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
毎

年
『
斎
藤
栄
執
筆
殺
人
供
養
会
』

を
開
催
し
た
な
あ
。
出
版
者
関
係

者
な
ど
百
人
近
く
が
毎
年
集
ま
っ

て
、
20
回
く
ら
い
開
催
し
た
と
思

う
け
ど
、
よ
く
ユ
ニ
ー
ク
と
い
わ

れ
た
が
、
僕
は
当
然
の
こ
と
を
し

た
ま
で
と
思
っ
て
い
ま
す
。
感
謝

し
て
い
る
ん
で
す
よ
、
愛
す
べ
き

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
に
」

　

ー
斎
藤
さ
ん
の
テ
ー
マ
『
人
の

心
こ
そ
最
大
の
謎
で
あ
る
』
と
は
、

ど
ん
な
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

な
の
か
？

　
「
作
家
と
い
う
の
は
誰
し
も
テ
ー

マ
を
持
ち
た
が
る
も
の
で
し
ょ
? 

推
理
小
説
は
残
虐
な
事
件
や
殺
人

ば
か
り
と
思
わ
れ
が
ち
だ
け
ど
、

ミ
ス
テ
リ
ー
と
は
本
来
、『
謎
』
に

興
味
を
持
つ
も
の
。
そ
の
『
謎
』

と
い
う
の
は
ト
リ
ッ
ク
だ
っ
た
り

も
す
る
け
ど
、
何
と
言
っ
て
も
最

大
の『
謎
』は
や
っ
ぱ
り『
人
の
心
』。

何
故
人
は
そ
う
考
え
る
の
か
、
何

故
そ
う
行
動
す
る
の
か
が
最
大
の

謎
で
あ
り
、
同
時
に
こ
こ
が
一
番

の
醍
醐
味
な
ん
で
す
ね
。
し
か
し

一
番
難
し
い
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
て
、

私
に
も
今
だ
テ
ー
マ
の
答
が
見
つ

か
ら
な
い
。
ま
あ
、
だ
か
ら
い
つ

ま
で
も
書
き
続
け
る
と
い
う
こ
と

か
な
」

　

ー
最
後
に
、
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉

の
会
員
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
。

　
「
私
の
趣
味
は
ミ
ス
テ
リ
ー
と
将

棋
で
す
。
そ
の
大
好
き
な
趣
味
の

二
つ
を
活
か
し
て
書
い
た
の
が『
殺

人
の
棋
譜
』
で
、
こ
の
作
品
か
ら

今
日
ま
で
ひ
た
す
ら
に
書
き
続
け

て
来
ま
し
た
。
本
気
で
趣
味
に
打

ち
込
ん
だ
か
ら
今
の
自
分
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
今
の
時
代
は
我
々

高
齢
者
に
と
っ
て
住
み
に
く
い
世

の
中
で
す
が
、
心
の
中
に
何
か
ひ

と
つ
、
趣
味
や
生
き
が
い
が
あ
れ

ば
乗
り
越
え
て
い
け
る
筈
で
す
。

人
生
の
最
後
に
、『
こ
れ
で
満
足
、

や
れ
る
こ
と
は
や
っ
た
』
と
言
え

る
よ
う
お
互
い
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

心あたたまるおもてなしで充実したひとときを… 

ホテル好養 ホテル好養 

（0467） 45ー4141
鎌倉市大船２ー１７ー１５（JR大船駅より徒歩5分） 

大小のパーティー、歓送迎会、ご法要、会議など 
多少にかかわらず、対応いたします 
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　1933（昭和 8）年生まれ。1944 年
母の故郷腰越に縁故疎開、湘南中・高を
経て東大法学部卒。横浜市役所勤務中の
1966 年「殺人の棋譜」で第 12 回江戸
川乱歩賞受賞、1972 年文筆専業に転換。
社会派推理「魔方陣シリーズ」は世評高
く多くの読者を獲得、この前に書かれた
「奥の細道殺人事件」「Nの悲劇」「ダイ
ヤモンドと暗殺」など傑作が多い。この
あと「日美子シリーズ」、トラベルミス
テリー「江戸川警部シリーズ」と続き、
特に鎌倉を舞台にした作品が多く「鎌倉
十二神将の誘拐」「鎌倉薪能殺人事件」
など、今も幅広く読まれている。最近は
「鎌倉は神の国」「神さまへの手紙」とか
ユニークなエッセイも書いている。
　現在までの著作数は 423 冊、松本清
張、司馬遼太郎に匹敵するものだろう。

斎藤　栄 氏
プロフィール

斎藤栄執筆殺人供養碑

信栄不動産（株） 
代表取締役 矢嶋みち 
鎌倉市大船1丁目12ー18

（0467） 44ー2398
（0467） 46ー3242FAX 
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心のふれあいを大切に 

（0467） 45ー7311 FAX 45ー7312

お問合せ直通電話 090ー1880ー7143

カノン 薬 局 
大船駅西口 徒歩3分 大船観音前 
※どちらの処方せんも受付できます。 

空手教室 拳摯会（けんしかい） 
大船駅東口 徒歩2分 大船接骨院2F
毎週木曜 7時～　 http://karatekenshi.com

所長税理士  大 西 久 子 

所得・相続・贈与・法人・税務申告相談 

大西会計事務所 

事務所  鎌倉市御成町２番４号 

FAX（0467） 24ー6359
（0467） 22ー1208（代） 

野村ホームの協力会社 

（旧 住宅サービスセンター） 

親切なリフォーム 
－お気軽にご相談下さい－ 

（悪徳業者などの問題はすぐ相談を！） 

マルモ工業 

鎌倉市梶原1ー20ー5
（0467） 42ー2572

営業時間／AM９：００～PM８：００ 
定休日／水曜 

（有）オスコ七宝 
鎌倉市大船１ー２０ー２ （0467） 45ー0471

お問い合わせ 

0120ー46ー0471

高値買取 質 
JR「大船駅」東口 徒歩３分 

～誠実で安心・暮らしのパートナー～ 

鎌 倉 店 営業時間 9：30～20：00

スーパーマーケット 

「安全、安心 
　　おいしさ」で 
　　　　お応えします！ 

世 界 の 食 品 

0467（25）1911

ご自宅へお届け配送いたします 
▲地　　域　鎌倉市・逗子市・葉山町 
▲承り時間　午後2時まで　電話注文は午前11時まで 
▲送　　料　￥525／1回 

不動産登記・相続登記全般 

法務事務の総合サービスセンター 法務事務の総合サービスセンター 

E-mail nakatukasa-sougo@nifty.com 

鎌倉事務所 
鎌倉市大船１ー２３ー１１ 
（大船駅東口２分） 
（0467） 44ー6161

藤沢事務所 
藤沢市藤沢５５６番地 
（藤沢駅北口２分） 
（0466） 26ー6881

司法書 
士法人 中司総合事務所 

なかつかさ 



　

従
来
7
月
に
寿
講
座
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は

こ
れ
に
加
え
て
、
会
場
ま
で
の

時
間
・
労
力
・
交
通
費
を
節
約

し
て
、
地
元
の
集
会
所
に
講
師

に
出
張
し
て
も
ら
っ
て
、
鎌
倉

に
ゆ
か
り
の
あ
る
文
人
・
歴
史

を
中
心
に
話
し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
人
数
の
関
係
で

単
位
ク
ラ
ブ
が
共
同
で
、
ま
た
、

地
区
単
位
で
計
画
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
事
情
に

よ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
会
に
も

未
加
入
者
を
誘
い
、
加
入
促
進

に
つ
な
げ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ

う
。

講
演
題
目

〈
門
田
京
蔵
講
師
〉

（１） 

東
慶
寺
の
田
村
俊
子
|
文
学

の
み
に
執
着
せ
ず
女
と
し
て
生

き
た
女
作
者
|

（２） 

女
に
や
さ
し
い
女
こ
そ
|
断

髪
の
鎌
倉
文
士　

吉
屋
信
子
|

（３）
無
常
の
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム　

小

津
安
二
郎
と
永
遠
の
マ
ド
ン
ナ

原
節
子

（４）
昭
和
の
映
画
史
を
見
事
に
生

き
抜
い
た　

田
中
絹
代

（５） 

浅
草
っ
子
久
保
田
万
太
郎
の

流
寓
の
生
涯
|
私
の
人
生
は
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
連
続
|

（６） 

久
米
正
雄
の
恋

（７） 

男
あ
り
て
|
志
村
喬
の
世
界

|〈
笹
川
陽
一
講
師
〉

（８） 

鎌
倉
の
幕
開
け
か
ら
、
源
氏

三
代
の
栄
光
と
悲
劇

（９）
江
の
島
物
語
|
歴
史
と
伝
説

の
宝
庫
|

（１０） 

江
の
電
駅
か
ら
稲
村
ヶ

崎
駅
ま
で

（１１） 

極
楽
寺
駅
か
ら
長
谷

駅
ま
で

（１２） 

長
谷
駅
か
ら
由
比
ヶ

浜
駅
ま
で
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4
月
28
日
、鎌
倉
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
70
名
出

席
の
も
と
、平
成
21
年
度
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
、大
久
保
会
長
の
あ

い
さ
つ
の
あ
と
、議
長
に
二
階
堂

白
寿
会
・
門
田
京
蔵
氏
が
選
出

さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。　

平
成
20
年
度
事
業
報
告
、収
支

決
算
報
告
、監
査
報
告
に
つ
づ

き
、21
年
度
の
計
画
予
算
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、一
円
玉
等
活
動
基

金
報
告
、財
産
目
録
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。つ
い
で
新
年
度
役
員
の
紹

介
が
あ
り
、最
後
に
新
設
さ
れ

た
勢
年
部
長
か
ら
創
立
45
周
年

事
業
な
ど
を
中
心
に
活
躍
す
る

旨
同
部
の
説
明
が
あ
り
、総
会
は

終
了
し
ま
し
た
。

　

第
2
部
研
修
講
演
で
は
、高

齢
者
い
き
い
き
課
（
四
月
よ
り

福
祉
課
か
ら
課
名
変
更
）の
野

田
課
長
か
ら
市
内
の
介
護
活
動

の
実
態
な
ど
関
心
の
深
い
話
が

あ
り
、続
い
て
社
会
福
祉
協
議
会

常
務
理
事
・
小
川
研
一
氏
か
ら

「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
支
え
あ

い
社
会
を
つ
く
ろ
う
」と
い
う
テ

ー
マ
で
、鹿
児
島
、徳
島
、沖
縄
の

長
寿
村
の
紹
介
、元
気
の
秘
訣
、

さ
ら
に
市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
、

高
齢
者
介
護
の
現
状
な
ど
多
岐

に
亘
る
映
像
を
写
し
て
の
お
話

は
大
変
興
味
深
く
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　本部主催の行事（１頁）、出前講座（３頁 )、79 の単位クラ
ブの主なサークル活動（６頁）をのせました。また、下欄に地
区長名と連絡先を一覧表にしましたので、ぜひあなたの地区の
会長にお問い合わせ下さい。ご連絡をお待ちしています。
　参加の年令はおおむね 60 歳からですが、50 歳から準会員
として参加ができます。
☆ご不明の点があれば市役所内の事務局
　（０４６７ー６１ー３９３０）へお問い合わせ下さい。
　直接来庁の時は、高齢者いきいき課へどうぞ。

市
老
連
活
動
の
報
告
と
情
報
の
コ
ー
ナ
ー

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
の
動
き

平
成
二
十
一
年
鎌
倉
市
老
連
総
会
を
開
催

「みらいふる鎌倉」未加入者の方へ

地区名 地区長名 電話番号
鎌倉第一地区
（二階堂、十二所、浄明
寺、雪ノ下、御成町、扇ガ
谷、由比ケ浜）

関島　　満 23ー 2292

鎌倉第二地区
（極楽寺、七里ガ浜東、稲
村ガ崎、坂ノ下、長谷）

萩　美枝子 25ー 2528

鎌倉第三地区
（大町、材木座）

吉田實佐子 22ー 5871

腰越地区
（腰越、七里ガ浜、西鎌
倉、津）

内田　昭三 32ー 4900

深沢地区
（常盤、手広、笛田、梶原、
山崎、寺分、上町屋）

日野　三朗 44－ 5585

大船第一地区
（大船、岩瀬、今泉、今泉
台）

中村　正樹 45－ 8186

大船第二地区
（大船、小袋谷、台）

坂場　英雄 45－ 6792

玉縄地区
（玉縄、岡本、台、植木、城
廻、関谷）

加藤　好雄 45－ 1376

◉
出
前
講
座
が
は
じ
ま
り
ま
す
◉

毎週火曜日　定休日 

～ あなたの街のパートナー ～ 
創業４５年 

株式 
会社 後藤不動産 

鎌 倉 市 大 船１ー６ー６ 

0467ー45ー2228
FAX0467ー44ー5921

江の電沿線小さな旅

JCNプラスチャンネル（地デジ１１ch、アナログ５ch） 

「鎌倉 元気のススメ！」放映中 

携帯電話・PHSは0467ー44ー2332
0120ー441ー213

2011年にテレビのアナログ放送は終了します。 
地上デジタル放送はJCN鎌倉へお任せください！ 

鎌倉市由比ガ浜4ー8ー14
＜駐車場完備＞ 0467ー22ー0960（代） 

営業時間  10：00～21：00 
住　　所  鎌倉市小町1ー7ー13 
電　　話  0467ー24ー8211

八幡宮二の鳥居前 

足の健康は体の健康のもとになります。 

足・靴の悩み無料相談 

大船駅東口徒歩３分 TEL （0467） 42ー6322

足にやさしい・体にやさしい・健康になれる靴を考える 

・靴が合わない ・足が疲れる 
・外反母趾など足のトラブル 
・膝関節症、股関節症、腰痛 
・リ ウ マ チ 、糖 尿 病 
・子供の足の健康が気になる 

★ココ コンビニ 

交番 

大船駅 

ロビンフット靴店 定休日 
水曜 

借地・相続・その他 
　　　　ご相談に応じます 
借地・相続・その他 
　　　　ご相談に応じます 

小林隆志不動産 
鑑定事務所 

E-mail kobaro@kg8.so-net.ne.jp 
FAX （0467） 44ー5460

鎌倉市玉縄１ー２ー４ コーポ・フォルテ １０１号 （　　　  ） 
・主日小礼拝　8：30（約1時間） 
・主日主礼拝 10：15（約1時間20分） 
・主日夕礼拝　6：00（約1時間） 

日本キリスト教団（プロテスタント） 

鎌倉雪ノ下教会 

鎌倉市小町2ー15ー36(鎌倉警察署隣） 
（0467） 23ー0652TEL

毎日曜日の朝2回と夕方に礼拝を行って
います。信仰による平安と救いを求める
方、どなたでもおいでください。 

日本経済新聞 

片瀬腰越販売所 
所長 鈴木 俊規 
鎌倉市腰越３ー１７ー３ 
（0467） 32ー4206

長谷川金物 株式 会社 
鎌倉市小袋谷2ー15ー13

電動工具 

化成品 

一般鋼材 

非鉄金属 

総合建築 
金物 
家庭金物 

総合建築金物・資材 
卸・小売 

総合建築金物・資材 
卸・小売 

（0467） 47ー4539FAX
（0467） 46ー3191（代） 
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「
鎌
倉
大
仏
」
を
描
い
た
切

手
は
、
昭
和
14
年（
１
９
３
９
）

７
月
１
日
に
発
行
さ
れ
、
鎌
倉

の
風
物
を
題
材
と
し
て
発
行
さ

れ
た
最
初
の
日
本
切
手
で
す
。

鎌
倉
に
関
係
あ
る
切
手
は
、
現

在
ま
で
50
種
ほ
ど
発
行
さ
れ
て

い
ま
す
が
、そ
の
第
１
号
で
す
。

　

こ
の「
鎌
倉
大
仏
」
が
属
し

て
い
る
切
手
の
グ
ル
ー
プ
を「
昭

和
切
手
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
切
手
の
仲
間
は
、
皆
さ
ん
も

ご
記
憶
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

２
銭
の
乃
木
大
将
、
４
銭
の
東

郷
元
帥
、
20
銭
の
富
士
に
桜
な

ど
が
あ
り
、額
面（
料
金
）に
よ
っ

て
切
手
の
図
案
が
異
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
切
手
は
、
発
行

す
る
時
代
に
よ
っ
て
小
判
、
菊
、

分
銅
な
ど
図
案
は
同
一
で
、
額

面
よ
っ
て
刷
り
色
を
変
え
て
発

行
し
て
い
ま
し
た
。
従
っ
て
額

面
ご
と
に
異
な
っ
た
図
案
の
切

手
が
発
行
さ
れ
た
の
は
画
期
的

な
こ
と
で
し
た
。

　
「
昭
和
切
手
」
の
発
行
は
既
に

昭
和
12
年
か
ら
始
ま
り
、
昭
和

21
年
ま
で
の
９
年
間
に
、
途
中

２
回
の
図
案
や
用
紙
、
目
打
ち
、

糊
な
し
な
ど
の
変
更
が
行
わ
れ
、

51
種
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
発
行
の
意
図
は「
世
界
に
冠

た
る
神
国
・
日
本
」
で
、
図
案

の
題
材
に
は
軍
人
、神
社
・
仏
閣
、

植
民
地
の
風
物
な
ど
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、こ
の「
昭
和
切
手
」

は
第
２
次
世
界
大
戦
終
結
後
、

思
わ
ぬ
運
命
を
た
ど
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
戦
後
、
日
本
に
駐

留
し
た
連
合
国
か
ら
、
デ
ザ
イ

ン
の
中
に
軍
人
、
神
社
、
植
民

地
の
風
景
な
ど
が
あ
り
、
軍
国

主
義
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
と

の
理
由
で
33
種
の
切
手
を
、
別

に
日
本
政
府
が
２
種
の
、
計
35

種
の
切
手
の
販
売
と
使
用
が
禁

止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は「
追

放
切
手
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、

「
鎌
倉
大
仏
」
は
仏
教
施
設
で
あ

る
と
の
理
由
で
追
放
を
免
れ
ま

し
た
。

　

こ
の「
鎌
倉
大
仏
」
の
切
手

は
、
発
行
後
70
年
を
経
て
い
ま

す
が
、
現
在
で
も
使
用
が
可
能

で
す
。

 

（
鎌
倉
郵
趣
会
会
員
）

鎌
倉
と
郵
便
切
手

鎌
倉
の
大
仏

土
山　

忠
滋

美空ひばりでふりかえる昭和
講師：新井　恵美子（ノンフィクション作家）

７月９日（木）　9：30 ～ 11：30

演題

芥川龍之介「蜘蛛の糸」とその周辺
講師：伊藤　玄二郎

７月８日（水）　9：30 ～ 11：30

演題

（関東学院大学教授・かまくら春秋社代表）

宮本武蔵の「身体操作」
講師：赤羽根　龍夫

７月７日（火）　9：30 ～ 11：30

演題

病みながら老いる時代を生きる
講師：吉武　輝子（作家・評論家）

７月６日（月）　9：40 ～ 11：40

演題

創立 45周年記念事業
平成 21年度　みらいふる鎌倉事業計画第45回鎌倉市老人大学寿講座

日　　程 事 業 名 開催場所

4月28日（火） 平成 21年鎌倉市老人クラブ連合会総会 鎌倉生涯学習センター

5月7日（木）
～5月9日（土）

春期研修旅行（姉妹都市締結 30周年記念・
上田市高齢者クラブ 50周年記念）交流事業

長野県上田市

5月24日（日）
材木座海岸清掃と（世界遺産登録予定地）・
世代間交流事業「地引網」

材木座海岸
（和賀江島）

6月6日（土）
～7月18日（土）

ダンス講習会 鎌倉市福祉センター

6月16日（火）
～7月14日（火）

いきいき健康体操講座 深沢生涯学習センター

6月18日（木） グラウンドゴルフ大会 笛田公園広場

7月6日（月）
～7月9日（木）

第 45回老人大学寿講座 レイウェル鎌倉

9月6日（日） 福祉バザー 鎌倉市福祉センター

9月27日（日）
～9月29日（火）

秋期研修旅行
北海道
旭山動物園

10月6日（火）
栄区シニアクラブ連合・みらいふる鎌倉
グラウンドゴルフ大会

笛田公園広場

10月8日（木） ゴルフ大会 鎌倉パブリック

10月9日（金） 栄区・みらいふる鎌倉芸能大会 栄区公会堂

10月15日（木） 銭湯寄席 鎌倉生涯学習センター

10月17日（土） ダンスパーティー 深沢学習センター

10月23日（金） 芸能祭 鎌倉生涯学習センター

11月10日（火） 功労者のつどい 鎌倉生涯学習センター

11月13日（金） 講演会「日野原重明」講師 鎌倉商工会議所

11月20日（金）
～11月25日（水）

第 37回高齢者の趣味の作品展 鎌倉駅地下道ギャラリー

11月26日（木）
～11月27日（金）

栄区・みらいふる鎌倉研修旅行 千葉県

12月17日（木） 年末慰問 市内老人ホーム

1月7日（木） 新年賀詞交歓会 ホテル好養

2月1日（月） 加入促進運動

開催日：平成 21年 7月 6日（木）～ 9日（木）の 4日間
場　所：レイウェル鎌倉　4階ホール

（神奈川歯科大学副学長・柳生新陰流師範）

■営業時間 午前11時～午後11時 
■定 休 日 毎週木曜日（但し祭日は営業） 

鎌倉市大船１ー１２ー１７（大船駅前通り） 

（0467） 46ー5828
ヨ ロ ー ゴ ハン ニ ハ 鎌倉市腰越２ー１０ー２６番地 

FAX（0467） 33ー0363 （0467） 44ー9914
鎌倉市大船１ー１９ー１３ 

ひばり洋品店 

ルミネ 
ビル 
ルミネ 
ビル JR大船駅 

西口（観音側） 

東口 
湘南モノレール 

車　道 

仲通り商店街 
魚屋 

車　道 

ご案内 

大小ご宴会 
　　ご予約承ります 
「湘南で一番 
　　　を目指します！」 営業時間／10：00～19：00 定休日／木曜（祝日営業） 

世界の
ワイン

をどうぞ
世界の

ワイン
をどうぞ

（0467） 23ー7211
鎌倉市役所前 鎌倉市御成町１７ー２４ 



　

昨
年
10
月
23
日
、
鎌
倉
社

協
の
依
頼
に
協
力
し
「
高
齢

者
福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
」

と
い
う
演
題
で
深
沢
中
学
校

を
訪
れ
た
。

　

案
内
さ
れ
た
体
育
館
に
集

ま
っ
た
３
年
生
・
150
名
を
対

象
に
〝
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
〞

の
活
動
の
現
状
を
説
明
し
、

若
い
人
々
の
高
齢
者
へ
の
理

解
と
い
た
わ
り
の
心
の
大
切

さ
を
話
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
部
の
沖
田
部
長
、

女
性
社
会
活
動
部
長
の
伊
藤

さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験

談
や
活
動
を
通
じ
て
〝
友
愛
〞

の
大
切
さ
を
お
話
し
さ
れ
た
。

　

そ
の
ま
と
め
と
し
て
、〝
み

ら
い
ふ
る
鎌
倉
〞
お
よ
び
深

沢
地
区
の
活
動
の
現
状
を
話

し
た
。
深
沢
地
区
は
昔
か
ら

住
ん
で
い
た
人
々
と
近
年
転

入
し
て
き
た
人
々
が
支
え

合
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
町
で
、

特
に
高
齢
者
が
多
い
。
鎌
倉

市
の
4
人
に
1
人
が
65
歳
以

上
の
高
齢
者
で
あ
り
、
な
か

で
も
深
沢
地
区
は
特
に
高
齢

者
が
多
い
。

　

こ
れ
ら
の
皆
さ
ん
は
誰
も

が
戦
中
・
戦
後
の
厳
し
い
時

代
に
苦
労
し
て
日
本
の
復
興

を
築
い
て
き
た
方
々
で
す
か

ら
、
ご
家
庭
や
ご
近
所
の
お

年
寄
り
に
優
し
く
接
し
て
下

さ
い
、
と
。

　

ま
た
、
若
い
人
々
に
「
素

直
な
心
」「
感
謝
の
心
」「
人

か
ら
学
ぶ
心
」
な
ど
の
大
切

さ
を
話
し
た
。

　

こ
の
日
は
ス
ポ
ー
ツ
部
の

一
員
と
し
て
、
高
年
齢
者
で

あ
っ
て
も
「
自
分
で
つ
く
る

生
活
リ
ズ
ム
の
大
切
さ
｜
ま

し
て
若
い
君
た
ち
も
」、「
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
中
に
、
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
自
分

に
厳
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る

こ
と
」
な
ど
を
折
り
込
み
、

あ
と
深
沢
中
の
思
い
出
な
ど

語
り
ま
し
た
。

　

お
じ
さ
ん
に
も
君
た
ち
と

同
じ
年
の
時
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
ま
だ
深
沢
も
開
け

て
お
ら
ず
、
市
の
人
口
も
今

の
半
分
位
で
し
た
。
そ
の
頃

私
の
両
親
が
長
谷
と
常
磐
で

収
穫
し
た
大
麦
・
小
麦
を
精

麦
す
る
た
め
袋
詰
め
に
し
、

私
が
自
転
車
の
荷
台
に
乗
せ

何
度
も
深
沢
小
学
校
の
裏
門

の
前
に
あ
っ
た
精
米
所
に
運

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
の

深
沢
は
田た

ん
ぼ圃

が
広
が
り
、
現

在
の
県
道
筋
の
小
川
に
は
綺

麗
な
水
が
流
れ
、
め
だ
か
・

ど
じ
ょ
う
が
い
っ
ぱ
い
泳
い

で
い
ま
し
た
。
何
度
か
そ
の

小
川
に
入
り
ま
し
た
。
道
路

は
凸
凹
な
砂
利
道
で
運
ぶ
の

は
馬
車
・
牛
車
で
馬
糞
・
牛

糞
が
あ
ち
こ
ち
に
落
ち
て
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
鎌
倉
の
中
学
校
の

弁
論
大
会
が
あ
り
、
私
も
御

成
中
の
代
表
2
名
の
一
人
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。
20
名

く
ら
い
の
弁
士
の
第
1
位
は
、

こ
の
深
沢
中
の
女
生
徒
で
し

た
。
ラ
ジ
オ
し
か
な
い
時
代

で
し
た
が
、
実
に
上
手
な
話

し
方
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
こ
の
時
か
ら
60
年

の
時
を
経
て
今
日
こ
こ
へ
来

た
こ
と
を
と
て
も
不
思
議
な

ご
縁
と
い
う
感
じ
で
す
。

　

こ
の
歳
に
な
る
ま
で
に
多

く
の
人
と
出
会
っ
て
き
ま
し

た
が
、「
出
身
は
ど
こ
で
す
か
」

と
の
質
問
を
何
度
も
受
け
て

い
ま
す
。「
生
ま
れ
も
住
ま
い

も
鎌
倉
で
す
」
と
答
え
る
と
、

異
口
同
音
に
「
良
い
と
こ
ろ

に
お
住
ま
い
で
す
ね
」
と
言

わ
れ
ま
す
た
び
に
、
と
て
も

誇
ら
し
い
思
い
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
今

で
も
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
故
郷
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
今
言
葉
が
大
変
乱

れ
て
い
る
の
で
、
美
し
い
日

本
語
を
話
し
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
。

　

二
つ
め
は
、
高
年
齢
者
に

思
い
や
り
を
も
っ
て
接
し
て

ほ
し
い
、
そ
の
実
体
験
と
し

て
お
む
つ
を
使
っ
て
の
実
践

指
導
で
し
た
。

　

生
徒
た
ち
に
は
ズ
ボ
ン
・

ス
カ
ー
ト
の
上
か
ら
お
む
つ

を
着
け
て
も
ら
う
。
最
初
は

騒
い
で
な
か
な
か
着
け
な
い

の
で
す
が
、
若
い
男
の
先
生

が
す
す
ん
で
自
ら
着
け
て
く

れ
、
生
徒
た
ち
も
お
互
い
に

着
け
始
め
ま
し
た
。

　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
失
禁
す
る

老
人
ま
で
尿
の
量
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
1
回
・
2
回
…

と
だ
ん
だ
ん
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ

に
な
り
4
回
目
は
無
理
と
い

う
こ
と
、
そ
し
て
お
む
つ
を

着
け
た
ま
ま
だ
と
い
か
に
歩

き
に
く
い
か
も
体
験
さ
せ
ま

し
た
。
人
は
生
ま
れ
て
か
ら

と
、
死
ぬ
前
に
お
む
つ
の
世

話
に
な
る
の
だ
と
わ
か
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
視
力
が
弱
く
な
っ

た
老
人
は
視
界
の
範
囲
が
い

か
に
狭
く
な
っ
て
い
る
か
も
、

そ
の
特
殊
な
眼
鏡
を
か
け
さ

せ
て
体
験
さ
せ
ま
し
た
。

みらいふる鎌倉 平成 21 年（2009 年）5月 20 日発行（ 5 ）第 62 号

◆ご存知ですか? 社会福祉協議会〈社協〉のこと
　社協は「誰もが安心して暮らせる地域づくり」をす
すめるために、地域のみなさんやボランティア・福祉・
保健等の関係者、行政機関の協力を得ながら共に考え
実行していく民間の社会福祉団体です。民間組織とし
ての「自主性」と広く住民のみなさんや社会福祉関係
者に支えられた「公共性」という2つの側面を合わせ
もっています。
◆鎌倉市老人クラブ連合会と社協の関係は?
　老人クラブ連合会は社協の第６種会員〈社会福祉を
目的とする法人・団体〉として、社協と協働で地域福祉
推進の担い手としてご協力をいただいております。例
えば、鎌倉福祉まつりにおいてバザーの出店や、団体部
会員として高齢者・障がい者・児童などの諸問題を解
決するためにご尽力をいただいております。
◆社協は主にこんなことをしています!
　社協では福祉に関するさまざまな相談をお受けして
います。どこに相談すればよいか、どのような解決策が
あるかなど、一緒に考えていきます。その他、詳しい事
は社協ホームページをご覧ください(老人クラブ連合
会のリンク先に掲載されています)。中央図書館と同じ
ビルの反対側の2階に事務所があります。

【お問合せ】電話 0467（23）1075

♪あなたが主役の地域ふくし♪

自
分
の
故
郷
を
誇
り

に
大
事
に
し
よ
う

年
寄
り
の
昔
の
苦
労

に
思
い
を
馳
せ
よ
う

深
沢
中
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

「
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
」に
参
加

私
の
話
し
た

二
つ
の
こ
と

深
沢
地
区
長

原
田　
　

光

ス
ポ
ー
ツ
部
長

沖
田　

俊
昭

女
性
社
会
活
動
部
長

伊
藤　

武
子

ギャラリーそしてだいこん料理店 
かまくら福来鳥 この味があなたとの出会い 

ふ　　　く　　ど り 

木曜日定休（祝日は営業） 営業時間 11：00～20：00 夜のお食事は17：00～（要予約） 
鎌倉市佐助1ー13ー13

（0467） 22ー1377
h t t p : / / w ww . f u k u d o r i . j p / 鎌倉市小町1ー5－24 0467ー22ー0666

鎌倉の駅を通って道すがら 
若宮大路の左角 

「酒まん処」ここに有り 

カレーハウス 

☆営業時間／AM11：30～PM7：30
☆定 休 日／月曜日 

鎌倉市小町２ー１２ー２０ 

TEL・FAX（0467） 25ー0927
鎌倉市小町１ー９ー３  島森書店2Ｆ 

0467ー24ー7131



（ 6 ）第 62 号平成 21 年（2009 年）5月 20 日発行 みらいふる鎌倉

部門 責任者名・連絡先 サークル名・内容 参加クラブ

筋
ト
レ

松尾　仁　42-3925

筋力トレーニング部
城廻自治会館
月 4回 第 1～ 4木曜日 (午後 )
会費：1,000 円

城廻寿会

舞

踊

岩沢フミ　25-1612

新舞
週 1回 13 時～ 17時
極楽寺公会堂
会費：1回 1,000 円

極楽寺山百合会

河野 時栄　46-3424 民踊
毎週月曜日　3～ 4時間 大船粟船会

湯本則子　46-2596
新日本舞踊 (すま則会 )
月 4回 毎週水曜日午後
今泉町内会館

今泉いずみ会

ス

ポ

ー

ツ

城戸　淳　25-3681
グラウンドゴルフ雪ノ下クラブ
毎週月・木曜日 (午前中 )
鎌倉青少年生涯学習センター
会費：年 2,200 円

小倉弘二　22-0828

グラウンドゴルフサークル「ひまわり会」
毎週土曜・日曜日　9時 30分～ 11時 30分
稲村ガ崎小学校校庭
会費：年 1,200 円
ホールインワンの場合 50円納入

稲穂会
極楽寺山百合会
極楽寺橘会           
極楽寺若葉会

伊勢田碩男 32-9598

ペタンクの会
七里ガ浜浄化センターグランド
毎月第 1～ 4月曜日　9時 30分～ 11時 30分
会費：なし

七里ガ浜さつき会
七里ガ浜ふよう会
七里ガ浜さくら会

郷原勝二郎 32-4270
グランドゴルフ
毎週月曜日　9時 30分～ 11時
会費：年 1,000 円

腰越第 1たのしみ会

森山恵子　31-8181

グランドゴルフ同好会
西鎌倉 2丁目公園
毎週月曜日　9時～ 12時
会費：年 1,500 円

西鎌倉福寿会

安楽光弘　32-8848 ゴルフ同好会
年 2回の親睦ゴルフ大会実施 西鎌倉山親寿会

井上　啓　32-0449
グラウンドゴルフ
毎週月・金曜日　9時～ 12時
会費：年 3,000 円

手広喜楽会

大野秀夫　44-2504

グラウンドゴルフ
三菱電機グラウンド
毎週火曜日
夏期 (5月～ 9月 )　9時～ 11時
冬期 (10 月～４月 )　10時～ 12時
会費 : なし

深沢地区

村尾恵一　45-4985

白扇会GG同好会
月 4回 第 1・2・3・4月曜日
町内大平山公園または三菱電機グラウンド
会費 : なし

大平山丸山白扇会

秋元重矩　44-2017

グランドゴルフ練習
月 4回 毎週水曜日　9時～ 11時
三菱グランド
会費 : 春秋大会時 2,000 円

梶原長寿会

内海四六四 46-4471

ボーリング部
二ヶ月に 1回位　17時～ 19時
湘南ボール
会費：3,000 円

梶原長寿会

村田 典正　46-6690
グランドゴルフ
毎週月・木曜日　9時～ 11時 30分
岩瀬青少年広場

岩瀬第 1春秋会
岩瀬第 2春秋会
岩瀬第 3春秋会

荒明 武男　45-2552

ゲートボール
毎週月～金曜日　9時～ 11時 30分
岩瀬青少年広場
会費：月 500円

岩瀬第 1春秋会
岩瀬第 2春秋会
岩瀬第 3春秋会
今泉第 2いずみ会

角田　孝　44-1284

ゲートボールサークル
山崎子ども広場
毎週月・火・水・金曜日 (午前 )
会費：500円

戸ヶ崎第 1白寿会
戸ヶ崎第 2白寿会

福岡邦雄　45-2110

坂本グランドゴルフクラブ
玉縄すこやかセンター
月 2回 第 2・4月曜日 (午前 )
会費：年 1,000 円

坂本町喜楽会

伊藤　豊　44-7362

卓球同好会
自治会公会堂
毎週土・日曜日　14時～ 17時
会費 : なし

岡本玉寿会

浅沼靖生　44-7819

ゲートボール部
日曜・祝日を除く毎日 (午前 )
清水小路公園
会費：月 250円

城廻寿会

加藤好雄　45-1376 玉縄地区グランドゴルフ大会
年 2回 (春・秋 )開催 玉縄地区

教
養
講
座

都筑健一　22-1311
郷土史講座
毎月第 3水曜日　午後 7時～ 8時
会費：200円

雪ノ下寿会

ゲ
ー
ム

小倉弘二　22-0828

囲碁の会
毎月第 2土曜日　13時 30分～
稲村ガ崎自治会館
会費：なし (但し検討中 )

稲穂会

山内 啓史 
080-2076-2745

マージャンの会
毎月第 2・4土曜日　13時～ 16時
七里が浜自治会館

七里ガ浜さつき会
七里ガ浜ふよう会
七里ガ浜さくら会

福島和子　32-8571

かるた同好会 (百人一首 )
毎月第 2・3土曜日　13時～ 16時
西鎌倉自治会館
会費：月 500円

西鎌倉福寿会

小倉弘二　22-0828
カルタ（百人一首）
第 2土曜日
９時３０分～１２時

稲穂会

部門 責任者名・連絡先 サークル名・内容 参加クラブ

ゲ
ー
ム

森山恵子　31-8181

麻雀同好会
西鎌倉自治会館
毎月第 2・4金曜日　13時～ 16時
会費 : 月 500 円

西鎌倉福寿会

羽鳥光男　31-6184

西月会 (囲碁 )
西鎌倉自治会館
毎週月曜日　13時～ 16時
会費：月 500円

西鎌倉福寿会

佐々木俊文 32-3863
碁・将棋同好会
西鎌倉自治会館
毎月第 3日曜日 (「井戸端の日」) 午後

西鎌倉山親寿会

手
芸 堀　栄子　31-2939

手芸紫温会
毎月第 3水曜日　13時～ 16時
七里ガ浜自治会館
会費：月 300円

七里ガ浜さつき会
七里ガ浜ふよう会
七里ガ浜さくら会

俳
句 加野ヨウ　33-1416

俳句
毎月第 4水曜日　13時～
七里ガ浜自治会館
会費：月 500円

七里ガ浜さつき会
七里ガ浜ふよう会
七里ガ浜さくら会

ち
ぎ
り
絵

杉山とよ子 45-4527

坂本ちぎり絵サークル
坂本町公会堂
月 1回 第 4日曜日 (午後 )
会費 : なし

坂本町喜楽会

茶
道 谷田節子　43-2919

茶道部
城廻自治会館
月 1回 第 2月曜日 (午前 )
会費：月 300円

城廻寿会

読
書 増山 和枝　44-1417

読書部
城廻自治会館
月 1回 第 4月曜日 (午前 )
会費 : 月 100 円

城廻寿会

書
道 岩田清子　　　　　

かな書道 いずみ会
こゆるぎ荘 (31-2255)
毎月第 2・4木曜日 (午前中 )
会費 : 月 2,000 円

腰越第 4たのしみ会

パ
ソ
コ
ン

郷原勝二郎 32-4270

こゆるぎパソコン教室
こゆるぎ荘
毎週金曜日 13 時～ 15時 30分
会費 :500 円

腰越第 1たのしみ会

園

芸

小倉弘二　22-0828

園芸の会「山あじさいの会」　　　　
毎月第 3土曜日　13時 30分～ 
(12 月 1月はお休み )
稲村ガ崎自治会館 (使用料1,300円 )
会費：年 2,400 円

稲穂会

市川純一　43-3954

坂本花の会
坂本町公会堂
月2回 第 1日曜日・第 3月曜日 (午前 )
会費 : なし

坂本町喜楽会

釣
り 大塚博三　32-6286

釣り同好会
実地日・場所など不定期でその都度
会費 : なし

西鎌倉福寿会

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

佐々木俊文 32-3863 会館管理人会 (管理・清掃等全て )
西鎌倉自治会館 西鎌倉山親寿会

清
掃 河野時栄　46-3424 神社・町内会館 大船粟船会

例
会

河野時栄　46-3424 毎月 1回及び年 1回 (総会 ) 大船粟船会

大西真人　43-2363 朗読・唱歌斉唱・飛び入り演芸 講座開催
鎌倉ロジュマン集会室 鎌倉ロジュマン親和会

旅
行 加藤好雄　45-1376

バス旅行 (自宅近くからの送迎つき )
年 4回
会費 : 割安な実費

玉縄地区

みらいふる鎌倉　単位クラブ・地区　同好会など一覧表
部門 責任者名・連絡先 サークル名・内容 参加クラブ

音

楽

門田京蔵　24-7164
飯島　静　22-9186 童謡サークル　月 1回

二階堂白寿会
二階堂第 2白寿会
二階堂第 3白寿会

渋谷　永　22-4114 詩吟サークル　月 1回 中央和光会

山下ヨシ枝 22-3312
健康カラオケ
第 1・3火曜日と第 2・4金曜日
10時～ 16時 出入り自由
会費：1回 500 円

稲穂会
極楽寺山百合会
極楽寺橘会           
極楽寺若葉会

井上久恵　31-1081
潮の音コーラス部
第 1・2・3火曜日 10 時～ 12時
七里ガ浜自治会館
会費：月 300円

七里ガ浜さつき会
七里ガ浜ふよう会
七里ガ浜さくら会

郡司和江　32-8254
カラオケの集い
七里ガ浜自治会館
第 2・4日 曜日 13 時～ 16時
会費：月 400円

七里ガ浜さつき会
七里ガ浜ふよう会
七里ガ浜さくら会

郷原勝二郎 32-4270
こゆるぎカラオケ愛好会
毎週月曜日 13 時～ 15時 30分
会費：年 1,200 円

腰越第 1たのしみ会

高橋誠一　32-0156
カラオケ同好会
西鎌倉自治会館
毎月第 3日曜日 16 時～

西鎌倉山親寿会

坂尻昭子　31-2776
シニアカラオケ
月 3回 金曜日 13 時～ 17時
会員数 :10 名
会費：1回 200 円

手広喜楽会

原田　光　31-8694
コーラスサークル
笛田東芝町内会館
毎月 1回 第 1木曜日
会費：年 15,000 円

笛田東芝珀桜会

石井道喜　46-3988
カラオケ
毎月 1回 第 4土曜日 午後
あじさい
会費 :2,000 円

梶原長寿会

寺尾　功　45-3545

カラオケ
月 2回 7 日 (14 時～ 18時 )
 20 日 (19 時～ 21時 )
中華ハルミ (会費 2,000 円 )
寺分町内会館 (会費なし )
会員数：10名

寺分楓会

赤井慶子　45-0437
阿華井流民謡 (阿部民謡香慶会 )
レイウェル鎌倉
小袋谷公会堂・腰越学習センター
日・木・金曜日

小袋谷第 1亀甲会
小袋谷第 2亀甲会

角田　孝　44-1284
カラオケサークル
末広公会堂
月 1回 第 1火曜日 (午前 )
会費：500円

戸ヶ崎第 1白寿会
戸ヶ崎第 2白寿会

長谷部英子 46-7349
若菜会部 (歌・懇親 )
毎月 1回第 3月曜日 (午前 )
城廻自治会館
会費 : 月 150 円

城廻寿会

体

操

沖田俊昭　22-5655
いきいき 3B体操
第 1・2・4火曜日午後
青少年会館
会費月額：500円

十二所第 1ちとせ会
十二所第 2ちとせ会

壁谷利之　25-1615
鶴岡ラジオ体操友の会
毎朝 (日曜・雨天は除く )
八幡宮境内
会費 : 年 2,000 円

大蔵みなもとクラブ

椿カズ子　24-2717
ストレッチ体操
週 1回 10 時～ 12時
稲村ガ崎自治会館
会費：1,000 円

極楽寺山百合会

中里須美子 　　　　
老人健康体操
毎週金曜日 13 時～ 15時
稲村ガ崎小学校
会費：月 1,000 円

極楽寺若葉会

堀　栄子　31-2939
体操すこやかクラブ
七里ガ浜自治会館
第1・2・3火曜日 14時 30分～ 15時 30分
会費 : 月 1,500 円

七里ガ浜さつき会
七里ガ浜ふよう会
七里ガ浜さくら会

齋藤たい子 32-4720
楽らく 3B健康体操教室
長谷公会堂
月 4回 毎週火曜日 (午後 )
会費：1回 500 円

長谷上町甘縄会

佐藤吉保　31-1716
やよい会
西鎌倉自治会館
毎週水曜日 13 時 30分～ 15時
会費：月 1,500 円

西鎌倉福寿会

中久喜たい 32-2765
軽体操
毎週水曜日 13 時～ 16時
会費 : なし

新鎌倉山笹りんどう会

加藤好雄 45-1376
玉縄すこやか健康体操サークル
玉縄すこやかセンター
月 2回 第 2・4土曜日 (午後 )
会費：月 300円

玉縄地区

山口その子 44-7456
太極拳医療体操部
城廻自治会館
月 4回 第 1～ 4月曜日 ( 午前 )
会費：月 150円

城廻寿会

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

池田末男　24-2042

大蔵歩こう会
毎月 1回 (午前中 )
近郊散策
会費：なし

大蔵みなもとクラブ

小倉弘二　22-0828

稲穂会歩こう会
月 1回 (1 月 8月 12月はお休み ) 
年 1回の日帰りバス旅行、歴史探訪
参加費：1回 200 円　交通費・弁当持参

稲穂会
極楽寺山百合会
極楽寺橘会
極楽寺若葉会

佐藤　清　43-0232

坂本ぶらり会 (歩こう会 )
行き先は一ヶ月前に決める
月 1回 ( 年 2回のバス旅行あり )
会費：2,000 円

坂本町喜楽会

（0467） 45ー1402
鎌倉市大船6ー10ー10

（0467） 31ー1352
鎌倉市手広５ー１ー８ 

高野山真言宗 準別格本山 
くさりだ い し　しょう れ んじ 

新規墓所・永代納骨受付けております 
ご相談下さい！ 

有限会社 二 葉 

鎌倉二葉会館・大船二葉会館 

逗子本社  逗子二葉会館 
逗子市久木1ー2ー6

046ー871ー2360（代） 

経済産業大臣許可 
互第3022号 
二葉冠婚葬祭互助会 

有限会社  二 葉 

（0467） 32ー6754
http://www.nky.ed.jp 

学校法人　西鎌倉学園 

西鎌倉幼稚園 

鎌倉市西鎌倉２ー１７ー１ 

よく考え工夫する子 
　明るくたくましい子 
　　思いやりのある子 

※サークル入会については直接代表者へ連絡してください。
　会費については若干変更もあります。

部門 責任者名・連絡先 サークル名・内容 参加クラブ

交

流

山下ヨシ枝 22-3312

児童ふれあい
年 1回 (11 月 ) 9 時 30分～ 12時 30分
稲村ガ崎小学校 体育館
昔の遊び(あやとり・おはじき・竹とんぼなど)
費用：5,000 円
見守り防犯パトロール (音楽会・運動会等 )
稲村ガ崎小学校学区内

稲穂会
極楽寺山百合会
極楽寺橘会
極楽寺若葉会

露木正隆　22-0957

友愛訪問
毎月第 3土曜日 9 時 30分～
稲村ガ崎自治会員の 80歳以上の方の誕生日に訪問
会費：なし

稲穂会

羽鳥光男　31-6184

西鎌倉囲碁子ども教室 (小学生対象 )
西鎌倉自治会館
毎週土曜日　13時 30分～ 15時
関係するサークル会費は父兄が負担。会場費に充当

西鎌倉福寿会

羽鳥光男　31-6184

懇話会
西鎌倉自治会館
毎月第 3金曜日 13 時～ 16時
会費：月 100円 ( 会場費は福寿会が負担）

西鎌倉福寿会

小林功甫　31-9184
お楽しみ会 (麻雀・トランプ・座談 )
西鎌倉自治会館
毎週火曜日 午後

西鎌倉山親寿会

佐々木俊文 32-3863

井戸端座談会
（茶菓を楽しみながら気楽に）
西鎌倉自治会館
毎月第 3日曜日 (「井戸端の日」) 

西鎌倉山親寿会

佐々木俊文 32-3863
料理を食べ歩く会
年 2回くらい
交通の便がよく安くて良質の店を選んで食事を楽しむ

西鎌倉山親寿会

佐々木俊文 32-3863
特別会員講話会
西鎌倉自治会館
年 3回くらい

西鎌倉山親寿会

◎その他、交流活動も行っております。
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平
成
11
年
の

暮
れ
、
Ｋ
会
と
い

う
老
人
会
の
役
員

が
、
自
治
会
に
会

の
去
就
に
つ
い
て

相
談
を
持
ち
か
け

て
い
た
。
昭
和
53

年
か
ら
活
動
を
続

け
て
い
た
会
が
、

高
齢
化
に
よ
る
活

動
の
停
滞
、ま
た
、

役
員
の
引
き
受
け

手
が
い
な
い
、
と

い
う
事
態
に
な
っ

て
い
た
。
自
治
会

の
規
模
１
、５
０
０
世
帯
、
そ

し
て
世
帯
主
の
平
均
年
齢
が
約

65
歳
と
い
う
地
域
で
、
老
人
会

会
員
95
名(

実
働
30
名)

は
少

な
い
し
、
高
齢
社
会
に
備
え
て

の
老
人
会
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

結
果
と
し
て
、
発
展
的
に
解

散
し
た
Ｋ
会
に
代
わ
っ
て
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
「
桂
山
ク
ラ
ブ
」
が

会
員
数
460
名
の
元
気
な
ク
ラ
ブ

と
し
て
誕
生
し
、
今
年
９
年
目

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ

の
時
に
採
ら
れ
て
大
き
く
発
展

す
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
方
策
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

１
、 

会
員
を
集
め
る

① 

自
治
会
全
戸
に
、
セ
カ
ン

ド
ラ
イ
フ
を
豊
か
に
過
ご
す
た

め
の
要
望
や
希
望
を
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
た
。

② 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

趣
味
・
学
習
な
ど
の
同
一
目
的

の
も
の
で
10
人
以
上
集
ま
っ
た

〝
グ
ル
ー
プ
〞
で
今
後
仲
間
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
を
話
し
合

い
、合
意
形
成
が
な
さ
れ〝
サ
ー

ク
ル
〞
と
し
て
結
成
し
た
。

２
、 

運
営
の
工
夫

①
運
営
（
者
）
と
指
導
（
者
）

の
分
離

　

地
域
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
長
じ
た
人
材
が
隠
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
人
材
に
活
躍

し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
面
倒

な
こ
と
（
運
営
）
は
別
の
引
き

受
け
手
を
つ
く
り
、
指
導
に
専

念
で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と
が

良
い
。
分
け
な
け
れ
ば
、
ゲ
ー

は
じ
め
に

　

後
継
者
難
な
ど
で
ク
ラ
ブ
の
閉
鎖
が
多
い
な
か
、
新
た

に
立
ち
上
げ
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
。
お
隣
の
栄
区
の

連
合
会
か
ら
そ
の
成
功
事
例
を
投
稿
い
た
だ
き
教
え
ら
れ

る
こ
と
が
多
々
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
4
月
の
設
立
を
め
ざ
し
て
い
る
新
風
台
自

治
会
を
訪
問
し
て
み
た
。
よ
き
立
ち
上
げ
事
例
と
な
る
こ

と
を
大
い
に
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

自
治
会
館
は
鎌

倉
市
の
北
東
部
、

関
谷
地
区
に
あ

り
、
よ
く
整
備
さ

れ
た
会
議
室
や
設

備
の
整
っ
た
快
適

な
会
館
だ
っ
た
。

立
春
を
過
ぎ
た
と

は
い
え
厳
し
い
寒

い
日
で
あ
っ
た
２

月
９
日
、
日
野
・

伊
藤
が
訪
問
し

た
。

　

１
階
の
明
る
い

会
議
室
で
４
人
の

設
立
世
話
人
の
方
々
と
お
目
に

か
か
っ
た
。元
同
自
治
会
会
長

の
泉
卓
氏
か
ら
こ
れ
ま
で
の
経

過
を
お
聞
き
し
た
。

　

自
治
会
に
は
現
在
138
世
帯
が

加
入
し
て
お
り
、
平
成
18
年
の

中
頃
か
ら
、
会
員
の
高
齢
化
に

伴
い
60
歳
以
上
の
年
配
者
が
茶

菓
を
持
ち
寄
っ
て
懇
談
し
あ
う

機
会
が
多
く
な
っ
た
。
当
初
の

20
名
位
が
平
成
19
年
に
な
る
と

〝
お
茶
の
会
〞
と
し
て
25
名
に

な
り
、
そ
の
後
発
展
し
て
〝
お

茶
の
会
〞
と
は
別
に
昼
食
会
も

で
き
て
参
加
者
が
40
名
を
こ
す

盛
況
と
な
っ
た
。
ま
た
自
治
会

か
ら
の
援
助
も
あ
っ
て
、
こ
の

際
自
治
会
か
ら
独
立
し
た
老
人

ク
ラ
ブ
を
結
成
し
よ
う
と
い
う

気
運
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
。

そ
れ
と
い
う
の
も
一
人
暮
ら
し

の
淋
し
さ
や
、
同
じ
年
配
同
士

の
話
し
相
手
が
欲
し
い
こ
と
、

そ
し
て
何
度
か
会
っ
て
い
る
う

ち
に
お
互
い
に
楽
し
く
親
し
さ

も
話
題
も
増
え
ま
す
。
こ
ん
な

様
子
を
見
て
自
治
会
で
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
設
立
の
可
否
に
つ
い

て
、
会
員
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
半
数
以
上

の
賛
成
を
得
た
の
で
、
早
速
各

地
区
か
ら
世
話
人
を
選
出
し
、

設
立
準
備
に
入
っ
た
わ
け
で

す
。
予
定
と
し
て
は
、
こ
の
３

月
８
日
に
老
人
ク
ラ
ブ
設
立
総

会
を
開
催
し
４
月
１
日
を
目
標

に
発
足
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

現
在
の
加
入
申
し
込
み

は
69
名
で
、
か
な
り
増

え
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

以
上
の
経
過
説
明
の

あ
と
、〝
み
ら
い
ふ
る

鎌
倉
〞
の
活
動
情
況
に

つ
い
て
説
明
し
、
約
１

時
間
ほ
ど
意
見
交
換
を

お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
に

し
て
も
短
い
時
間
だ
っ

た
が
、
ク
ラ
ブ
設
立
へ

の
熱
心
さ
と
、
お
年
寄

り
に
対
し
て
の
温
か
い

思
い
や
り
を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
た
。
新
年
度
か

ら
成
功
裡
に
発
足
す
る

こ
と
を
切
に
願
っ
て
会
館
を
あ

と
に
し
た
。

伊
藤　

実(

扇
が
谷
福
寿
会)

日
野
三
朗(

第
一
あ
か
ね
会)

NPO法人  神奈川県45ダンス連合 

神奈川県45ダンス連合はダンスを通して皆様の健康づくりに貢献します。 

お問い合わせ先： TEL 0467ー31ー3434白石ダンススタジオ西鎌倉 
TEL 0467ー45ー4544白石ダンススタジオ大船 

ダンスで健やかな毎日！ ダンスで健やかな毎日！ 

詳細は下記までお問い合わせください。 

ト
ボ
ー
ル
か
ら
パ
ソ
コ
ン
ま
で

を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

②
健
全
な
運
営
の
た
め
に

は
、
年
間
４
、
０
０
０
円
／

人
の
費
用
が
必
要
と
の
試
算

が
あ
る
が
、こ
の
会
で
は
会
費

１
、５
０
０
円
と
奉
仕
活
動
の

収
益
、助
成
金
合
わ
せ
て
、約

４
、０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

③
役
員
の
定
年
制

　

１
期
２
年
で
連
続
２
期
ま
で

の
４
年
間
に
し
て
い
る
。
お
願

い
す
る
苦
労
も
多
い
が
、
優
れ

た
人
材
に
出
会
う
楽
し
み
も
、

ま
た
多
い
。

３
、
会
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

①
名
称
の
変
更

　

老
人
会
↓
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、

「
老
人
会
」の
イ
メ
ー
ジ
が
悪
い

か
ら
、思
い
切
っ
て
変
え
る
。

②
理
念
の
掲
揚

 　
「
遊
ぶ
」「
学
ぶ
」「
健
康
づ

く
り
」「
仲
間
づ
く
り
」「
社
会

奉
仕
」「
地
域
交
流
」。
知
識
経

験
を
地
域
に
還
流
す
る
こ
と
も

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

新
ク
ラ
ブ
発
足
の
成
功
事
例

栄区シニアクラブ連合会
シニアクラブの活性化

新風台自治会訪問記
老人クラブの設立をめざして

●上 演 日：平成21年10月15日（木） 
●開演時間：14時　●前売券 1200円・当日券 1500円 
●会　　場：鎌倉生涯学習センター（きらら鎌倉） 

１ 　落　　　語　 
２ 色もの（紙切り） 
３ 色もの（三味線粋曲） 
４ 　落　　　語　 

… 春風亭一左 
… 林家　楽一 
… 幽玄亭玉八 
… 春風亭一朝 

◇◆◇ プログラムと出演者 ◇◆◇ 

（0467） 46ー5324〈お問合せ〉ひばり湯 

（0467） 22ー5539

きしろホーム 
鎌倉市坂ノ下31ー5

入所金なし、介護保険利用可 
ご夫婦入居歓迎 

自立の方のやさしい住まい 

（0467） 22ー5539

きしろホーム 
鎌倉市坂ノ下31ー5

入所金なし、介護保険利用可 

自立の方のやさしい住まい 
社会福祉法人 

軽費老人ホームA型 

肩・腰・膝 肩・腰・膝 
等でお悩みの方 

（0467） 32ー1707鎌倉市常盤３６２ 

各種健康保険・交通事故労災取り扱い 

梶原口バス停すぐ　駐車場あり 

鎌倉市大船1ー24ー19
（0467） 47ー1142

地域の健康相談室 

百人堂 はり診療所 
ー大船駅から歩いて2分ー 

社会福祉法人 鎌倉静養館 

鎌倉市御成町２ー５ 

鎌倉市御成町２０ー２１（鎌倉市福祉センター内） 
TEL（0467） 23ー5140 FAX23ー7749

TEL（0467） 23ー5430 FAX23ー5711
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金
子
晋す

す
む

は
大
正
５
年(
1916)
、
ま
だ
宿

場
と
い
っ
た
た
た
ず
ま
い
の
鎌
倉
駅
前
付

近
で
生
ま
れ
た
。
当
時
父
は
床
屋
、
母
は

一
膳
飯
屋
を
営
ん
で
い
た
。
晋
は
終
生
鎌

倉
外
に
住
む
こ
と
な
く
、
13
回
の
転
居
を

く
り
返
し
、
小
学
校
は
第
一
・
第
二
小
に

２
回
ず
つ
通
っ
た
。
関
東
大
震
災
の
被
害

は
大
き
か
っ
た
が
、
あ
と
に
続
く
金
融
恐

慌
に
よ
る
不
況
と
、
父
が
賭
場
に
ひ
き
ず

り
こ
ま
れ
た
り
し
て
、
家
は
次
第
に
零
落

し
た
。

　

昭
和
３
年
、
高
等
小
学
１
年
の
13
歳
か

ら
、
学
校
の
休
み
の
時
を
利
用
し
、
島
森

書
店
の
手
伝
い
で
小
僧
姿
、
半
纏
に
角
帯

半
ズ
ボ
ン
と
い
う
い
で
た
ち
で
、
円
本
ブ

ー
ム
の
活
況
の
中
、
自
転
車
に
竹
籠
を
の

せ
配
達
に
は
げ
む
。
そ
の
道
筋
の
国
大
脇

西
御
門
の
小
道
奥
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
父

親
が
三
人
の
子
供
た
ち
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

を
や
っ
て
い
る
の
を
網
ご
し
に
眺
め
て
い

る
と
、
突
然
「
君
、
島
森
さ
ん
と
こ
の
小

僧
さ
ん
か
い
、
中
へ
入
っ
て
一
緒
に
や
ら

な
い
か
」
と
の
声
、
ド●

●
●

●

ギ
マ
ギ
し
て
一

目
散
に
自
転
車
を
走
り
出
さ
せ
て
し
ま
っ

た
。
あ
の
鋭
い
眼
光
の
中
に
た
だ
よ
う
優

し
さ
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
れ
が
里
見

弴
と
の
「
貴
き
出
合
い
」
で
あ
っ
た
の
だ
。

こ
の
時
か
ら
５
年
後
、
あ
の
言
葉
の
人
を

弴
と
知
り
、
早
速
改
造
社
版
の
里
見
の
全

集
を
買
い
こ
み
む
さ
ぼ
り
読
ん
だ
。

　

６
年
、
夜
学
に
通
う
学
費
捻
出
で
今
度

は
新
聞
配
達
、
極
楽
寺
担
当
地
区
を
か
け

廻
る
。９
年
、鎌
倉
商
工
専
修
学
校
を
卒

業
、
銀
座
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
半
年
勤
め
る

が
肌
が
あ
わ
ず
長
続
き
し
な
い
。

　

10
年
、
鎌
倉
に
水
道
敷
設
が
始
ま
り
、

佐
助
山
配
水
池
の
人
夫
と
な
っ
た
。
午
後

の
一
服
時
間
も
群
れ
を
離
れ
て
の
読
書
三

昧
、
一
日
90
銭
の
日
当
で
円
本
の
古
本
が

20
銭
で
買
え
、
小
説
本
に
熱
中
す
る
日
々

で
あ
っ
た
。
や
が
て
水
道
局
か
ら
こ
こ
の

勤
め
人
に
な
ら
な
い
か
と
言
わ
れ
た
が
、

机
に
一
日
縛
ら
れ
る
の
が
い
や
で
、
倉
庫

係
な
ら
暇
な
時
本
を
読
ん
で
い
ら
れ
る
の

で
担
当
、
し
か
し
当
時
盛
ん
だ
っ
た
草
野

球
チ
ー
ム
の
所
属
の
こ
と
で
、
つ
ま
ら
ぬ

短
慮
か
ら
水
道
局
を
辞
め
、
あ
と
２
年
間

定
職
な
く
、近
隣
の
商
店
の
帳
簿
つ
け
、恋

文
の
代
筆
手
伝
い
な
ど
の
ル
ン
ペ
ン
生
活

を
送
っ
た
。

　

こ
の
頃
10
歳
上
の
西
尾
正
（「
新
青
年
」

に
怪
奇
美
を
描
い
た
小
説
発
表
、
24
年

没
）
と
知
り
合
い
連
日
夜
中
ま
で
文
学
談

義
、
孤
独
な
文
学
青
年
は
大
い
に
啓
発
さ

れ
る
。晋
は
12
年「
文
芸
首
都
」に
小
品
を

投
稿
し
た
り
、
大
衆
小
説
の
懸
賞
応
募
で

佳
作
に
入
選
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

13
年
か
ら
海
軍
工
廠
に
勤
め
た
が
終
戦

で
職
を
失
い
、
生
活
の
た
め
海
水
か
ら
の

塩
作
り
を
考
え
た
り
、
こ
れ
は
燃
料
難
で

駄
目
、
次
に
滑
川
沿
岸
の
浅
き
岩
上
に
発

生
す
る
あ●

●
●

お
さ
を
採
り
売
っ
た
り
す
る
が

僅
か
の
収
入
に
し
か
な
ら
ず
、
友
人
の
紹

介
で
由
比
ヶ
浜
通
り
の
古
家
具
商
島
屋
を

訪
ね
る
。
現
在
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
家
具
島

屋
・
今
田
正
広
氏
の
父
君
の
時
で
あ
る
。

終
戦
直
後
は
古
道
具
委
託
販
売
の
最
盛
期

で
人
手
不
足
、
す
ぐ
リ
ヤ
カ
ー
引
き
に
転

身
、
正
直
一
点
張
り
誠
実
な
商
売
ぶ
り
に

感
銘
、
ま
た
主
人
に
も
可
愛
が
ら
れ
こ
の

仕
事
に
愛
着
を
覚
え
る
。

　

当
時
本
興
寺
の
隣
に
「
方
丈
記
」
並
み

の
1.5
丈
の
厩
屋
の
二
階
に
13
年
住
ん
で
い

た
が
、
立
ち
退
き
の
話
を
機
に
、
急
遽
こ

の
際
な
ん
と
か
小
さ
く
と
も
自
分
の
土
地

を
持
ち
た
い
と
探
し
、
材
木
座
上
河
原
の

滑
川
端
に
何
十
坪
か
を
所
蔵
本
の
売
却
で

買
う
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
時
、
里
見
弴

全
集
第
一
巻
の
み
残
し
た
。

　

25
年
に
こ
の
地
で
開
業
、
島
屋
主
人
の

応
援
も
あ
り
、
勤
め
人
と
違
っ
て
気
侭
に

動
け
る
商
売
が
気
に
入
っ
た
。
３
年
前
か

ら
７
、
８
分
離
れ
た
と
こ
ろ
の
海
辺
の
俗

称
モ
リ
ソ
ン
屋
敷
辺
り
に
居
を
構
え
た
久

保
田
万
太
郎
が
、
駅
へ
の
通
り
道
と
あ
っ

て
時
折
晋
に
声
を
か
け
て
く
れ
、
文
士
に

愛
着
す
る
晋
に
と
っ
て
嬉
し
い
お
客
さ
ん

だ
っ
た
。
商
売
も
繁
盛
し
商
店
会
の
役
員

い
ろ
い
ろ
の
世
話
役
も
引
き
受
け
、
こ
と

に
市
の
観
光
課
と
も
関
係
が
深
く
な
る
。

「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
で
は
武
者
行
列
の
武

者
も
や
り
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

に
も
参
画
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

市
内
で
は
多
く
の
文
士
た
ち
を
眺
め
す

れ
ち
が
う
が
、
久
保
万
以
外
直
接
親
し
く

は
話
し
て
い
な
い
状
況
だ
っ
た
が
、
42
年

10
月
晋
49
歳
の
時
、
里
見
傘
寿
、
大
仏
次

郎
古
稀
を
祝
う
草
野
球
大
会
が
御
成
小
校

庭
で
開
か
れ
、
彼
は
下
働
き
と
し
て
運
営

を
手
伝
っ
て
い
た
。
こ
の
あ
と
あ
る
旬
刊

誌
の
依
頼
で
「
草
野
球
万
歳
、
あ
る
市
民

の
ひ
そ
か
に
思
う
」と
い
う
雑
文
を
出
し
、

こ
の
時
「
貴
き
ふ
れ
あ
い
」
の
思
い
出
を

挿
入
し
、
掲
載
後
ひ
と
り
合
点
の
追
憶
で

里
見
さ
ん
の
ひ●

●
●

●
●

ん
し
ゅ
く
を
買
う
の
で
は

な
い
か
と
恐
れ
た
。
果
た
し
て
こ
の
記
事

は
弴
の
目
に
ふ
れ
、
晋
は
彼
か
ら
葉
書
を

も
ら
う
。「
幼
時
に
あ
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
た
の
に
、
そ
の
後
度
々
会
い
な
が
ら

ひ
と
こ
と
も
口
外
な
く
初
め
て
知
っ
た
。

そ
の
心
境
は
殊
に
嬉
し
く
思
う
」
と
の
内

容
で
こ
の
後
遠
望
の
師
の
身
近
に
出
入
り

さ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
古
い

里
見
家
の
修
理
で
は
か
な
り
彼
の
便
利
屋

性
が
役
立
ち
、
お
呼
び
さ
え
あ
れ
ば
必
ず

う
か
が
い
、
将
棋
の
お
相
手
も
や
り
、
時

に
は
押
し
掛
け
参
上
、
里
見
家
に
集
う
文

士
か
ら
も
知
遇
を
受
け
、
酒
の
席
に
声
が

か
か
る
と
末
席
で
か
し
こ
ま
り
、
願
っ
て

も
な
い
話
に
聞
き
入
っ
た
。
彼
は
42
年
か

ら
弴
97
歳
の
死
の
58
年
ま
で
足
掛
け
17
年

間
に
962
回
の
訪
問
を
数
え
る
。
6.5
日
に
１

回
、
つ
ま
り
週
１
回
顔
を
出
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。「
か
ま
く
ら
春
秋
」
代
表
の

伊
藤
玄
二
郎
氏
に
も
「
末
座
の
幸
福
」
と

い
う
本
が
あ
る
が
、
晋
は
も
っ
と
も
っ
と

数
多
く
の
幸
せ
を
身
に
し
み
て
感
じ
て
い

た
に
違
い
な
い
。

　

43
年
、
彼
は
大
塔
宮
の
薪
能
設
営
の
役

員
を
し
て
い
た
折
、「
薪
能
」
の
著
作
の

あ
る
立
原
正
秋
に
立
合
人
に
な
っ
て
も
ら

う
べ
き
折
衝
を
す
る
が
、
二
人
は
以
後
立

原
が
「
私
の
酒
友
で
あ
る
」
と
い
う
ほ
ど

親
し
く
な
り
、
立
原
が
近
づ
き
難
き
思
い

だ
っ
た
里
見
に
紹
介
し
た
り
も
す
る
。
後

の
晋
の
最
初
の
２
冊
の
本
に
は
、
弴
と
共

に
序
文
や
帯
文
を
書
い
た
り
す
る
。

　

さ
て
そ
の
彼
の
著
書
で
あ
る
が
、
出
入

り
し
始
め
た
直
後
「
文
人
が
何
処
に
住
み

ど
う
し
た
か
を
今
調
べ
て
お
か
な
い
と

…
」
と
の
弴
の
言
葉
が
あ
り
、
商
売
を
や

り
な
が
ら
、
文
人
の
家
系
の
人
、
土
地
の

古
老
を
尋
ね
聞
き
書
き
、
不
明
な
ら
ば
図

書
館
、
古
書
を
あ
さ
っ
て
鎌
倉
文
士
を
中

心
と
し
た
過
去
発
掘
に
熱
中
す
る
。
確
か

な
土
地
勘
と
記
憶
と
愛
惜
と
使
命
感
が
彼

を
駆
り
立
て
た
。
要
す
る
に
鎌
倉
に
住
ん

だ
文
士
が
好
き
、
そ
し
て
鎌
倉
が
好
き
と

い
う
金
子
晋
と
い
う
著
者
に
し
て
初
め
て

な
し
え
た
仕
事
だ
っ
た
。

　

45
年
、
見
知
ら
ぬ
青
年
伊
藤
玄
二
郎
が

「
か
ま
く
ら
春
秋
」
創
刊
を
画
し
、
彼
に

連
載
の
依
頼
を
し
た
。
こ
の
願
っ
て
も
な

い
機
会
に
恵
ま
れ
「
鎌
倉
の
一
年
」「
鎌

倉
に
縁え

に
し

あ
る
亡
き
文
人
抄
」
と
し
て
連
載

さ
れ
た
も
の
を
ま
と
め
た
の
が
、
最
初
の

著
書
「
鎌
倉
再
見
―
古
都
を
愛
し
た
文
人

た
ち
―
」
で
、
48
年
10
月
、
読
売
新
聞
社

か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
私
も
発
行
時
以
来
こ

の
本
に
し
か
な
い
情
報
で
大
い
に
重
宝
し

た
も
の
だ
。
そ
し
て
51
年
「
私
記
鎌
倉
回

想
50
年（
か
ま
く
ら
春
秋
社
刊
）」が
あ
り
、

本
稿
も
こ
の
自
伝
に
よ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
後
に
出
た
江
ノ
電
沿
線
新
聞
社
の

も
の
は
、
同
社
の
新
聞
に
載
っ
た
も
の
を

潤
色
し
た
も
の
で
、
83
年
12
月
「
だ
れ
も

書
か
な
か
っ
た
鎌
倉
」
は
ほ
と
ん
ど
書
き

下
ろ
し
だ
が
、
内
容
は
そ
れ
ま
で
の
総
合

篇
で
一
番
読
み
ご
た
え
が
あ
る
。
晋
さ
ん

は
平
成
19
年
５
月
、
91
歳
の
長
寿
を
全
う

し
、
墓
は
延
命
寺
に
あ
る
。

①
「
鎌
倉
再
見
」（
48
・
10
）読
売
新
聞
社

②
「
私
記
鎌
倉
回
想
五
十
年
」（
51
・
５
）

か
ま
く
ら
春
秋

③
「
江
ノ
電
沿
線
文
学
散
歩
」（
54
・
９
）

江
ノ
電
沿
線
新
聞

④
「
江
ノ
電
沿
線
今
昔
漫
筆
」（
57
・
８
）

江
ノ
電
沿
線
新
聞

⑤
「
江
ノ
電
沿
線
文
人
た
ち
の
風
景
」（
平

２
・
４
）
江
ノ
電
沿
線
新
聞

⑥
「
だ
れ
も
書
か
な
か
っ
た
鎌
倉
」（
58
・

12
）
講
談
社

島
屋
主
人　

今
田
正
廣

（
扇
ガ
谷
福
寿
会
）
伊
藤　

実

（
二
階
堂
白
寿
会
）
門
田
京
蔵

みらいふる鎌倉・西鎌倉山親寿会 
「無料英会話教室」開講 
場所：西鎌倉山自治会館（赤羽交差点角） 

○ 子供コース（小学校5・6年生15名程度） 
第1・3日曜  月2回  13：00～15：30（途中ティータイム15分） 

○ 大人コース（中学生より高齢者5名程度） 
日曜  16：00～17：30（途中ティータイム15分） 

講師：主として西鎌倉山親寿会会員7～8名 
無料：資料代＋茶菓子代月1,000円 

※申込み、説明会には小・中学生の場合は必ず保護者同席 
お問い合わせ：チーフインストラクター（那須）　　32-3743

出版記念会場で。 中央・里見弴、
左・立原正秋、右・晋（昭和 48年）

―
里
見
弴
に
私
淑
し
た
金
子
晋
―

古きたんすの観音開きの扉の裏に書いたもの

小児科・内　科 

鎌倉市材木座３ー１４ー１７ 
（0467） 22ー2143

院長  細谷  明美 

月 受 付 時 間  火 水 木 金 土 
○ ○ ○ ／ ○ ○ 
○ ※ ○ ／ ○ ／ 

日・祝 
／ 
／ 

休診日　木曜・日曜・祝日、土曜午後 
※第２火曜のみ午後２：００～４：００ 

午後 ３ ００ ～ ： ４ ３０ ： 
午前 ９ ００ ～ ： １１ ３０ ： 

鎌倉コナクリニック 
9 00 ～ ： 12 00 ： 

月 診 察 時 間 火 水 木 金 土 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

15 00 ～ ： 17 00 ： ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
18 00 ～ ： 20 00 ： ／ ○ ／ ／ ○ ／ 

休 診日　日曜・祝日 

鎌倉市材木座１ー５ー４ （鎌倉ヒロ病院前） 
（0467） 23ー0205

その他気軽にご相談下さい 
一般内科 循環器 糖尿病 運動療法 漢方外来 

医療法人社団　楠仁会 

鎌倉ヒロ病院 

（0467） 24ー7171
鎌倉市材木座1ー7ー22

内科・循環器科・外科・胃腸科・肛門科 
整形外科・泌尿器科・婦人科・脳神経外科 
診療時間等についてはお問合せ下さい。 

大船駅笠間口徒歩１分（ヤマダ電機右となり） 

PM ２ ００ ～ ： ６ ００ ： 
AM ９ ００ ～ ： １２ ００ ： 

月 診 療 時 間 火 水 木 金 土 
● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ○ 

休診日 
日曜・祝日 
○…５：００まで 

いくた小児クリニック 
小児科・アレルギー科 

院長 医学博士 生田 孝一郎（横浜市立大学小児科非常勤講師） 
（社）日本小児科学会　小児科専門医 

※予防接種・乳児健診（予約制） 

（0467） 47ー4787
鎌倉市大船１ー２７ー２８ STKビル１F１０２  駐車場（向側GS　 ４０分無料） P
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明
治
22
年
（
1889
）、

万
太
郎
は
夫
婦
養
子

の
勘
五
郎
と
ふ
さ
の

長
男
と
し
て
浅
草
田

原
町
で
出
生
し
た
。

生
家
は
祖
父
の
代
か

ら
使
用
人
が
十
数
人

の
袋
物
製
造
業
で
、

彼
は
家
業
を
継
ぐ
立

場
に
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
府
立
三
中
で
代

数
を
落
第
し
、
慶
応

義
塾
普
通
部
の
三
年

に
転
入
、
こ
の
頃
彼

は
文
学
に
親
し
み
、

彼
を
溺
愛
す
る
祖
母

千
代
の
両
親
へ
の
説

得
と
援
助
で
大
学
ま

で
卒
業
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
千
代
は
芝

居
・
寄
席
等
を
徹
底

し
て
見
歩
く
の
に
幼

少
時
か
ら
万
太
郎
を
必
ず
同
伴
し
、
彼

は
こ
の
玄
妙
な
世
界
を
知
っ
た
こ
と
が

生
涯
に
亘
っ
て
の
教
養
・
趣
味
形
成
に

大
い
に
与
っ
た
の
だ
。

　

折
し
も
43
年
慶
応
の
文
学
部
改
革
で

永
井
荷
風
が
招
聘
さ
れ
、「
三
田
文
学
」

が
創
刊
、
こ
の
気
運
の
中
で
彼
は
作
家

に
な
る
決
意
を
固
め
る
。
早
速
「
朝

顔
」
を
書
き
上
げ
三
田
文
学
に
寄
せ
こ

れ
が
世
評
に
の
ぼ
り
、
ま
た
雑
誌
「
太

陽
」
の
懸
賞
募
集
で
戯
曲
「
プ
ロ
ロ
ー

グ
」
が
崇
拝
す
る
小
山
内
薫
に
取
り
上

げ
ら
れ
幸
運
な
出
発
と
な
っ
た
。
同
学

先
輩
の
水
上
瀧
太
郎
・
小
泉
信
三
と
も

親
交
を
得
、
水
上
の
紹
介
で
泉
鏡
花

を
知
る
。
大
学
を
大
正
３
年
に
卒
業
す

る
が
、
家
業
が
衰
微
縮
小
し
て
駒
形
に

転
居
と
な
り
、
４
年
後
隣
家
か
ら
の
出

火
で
焼
失
、
暗
さ
の
続
く
数
年
だ
っ
た

が
、
鏡
花
の
紹
介
で
新
派
の
喜
多
村
緑

郎
と
出
会
い
、
新
派
の
役
者
中
心
に
多

く
の
芸
能
人
と
知
り
合
っ
て
、
酒
に
溺

れ
る
面
白
さ
を
知
っ
た
。
こ
の
頃
代
表

作
「
末う

ら
が
れ枯

」（
T6
）
が
生
ま
れ
た
。

　

８
年
、
慶
応
の
作
文
講
師
と
な
り
、

喜
多
村
夫
妻
の
媒
酌
で
大
場
京
と
結

婚
。
当
初
浅
草
の
名
妓
梅
香
に
申
し
込

ん
だ
の
だ
が
、
体て

い

よ
く
７
歳
下
の
義
理

の
妹
を
と
頼
ま
れ
た
。
京
は
昔
は
旦
那

が
あ
り
今
龍
と
い
う
名
の
芸
者
だ
っ
た

が
、「
芸
者
ら
し
か
ら
ぬ
静
か
な
内
向

的
な
性
格
で
下
町
の
娘
が
仲
人
口
で
嫁

に
来
た
と
い
う
物
腰
」（
小
島
政
二
郎

）
の
人
だ
っ
た
。
こ
の
あ
と
震
災
ま
で

の
４
年
間
は
新
派
を
中
心
の
演
劇
活
動

で
、10
年
に
は
「
婦
系
図
」
を
初
演
出
、

小
説
も
「
露
芝
」「
く
づ
れ
や
な
」（
東

京
日
日
連
載
）
と
あ
り
、
家
庭
も
長
男

耕
一
が
生
ま
れ
、〝
味
す
ぐ
る
な
ま
り

豆
腐
や
秋
の
風
〞
と
、
生
活
に
張
り
を

感
じ
て
い
る
。
大
震
災
で
三
筋
町
の
家

が
罹
災
、
秋
か
ら
市
外
日
暮
里
で
初
め

て
親
子
三
人
の
生
活
が
始
ま
り
、
田
端

の
芥
川
と
し
き
り
に
往
来
し
、
俳
句
も

彼
の
刺
激
で
よ
り
精
進
す
る
。

　

彼
に
転
機
が
訪
れ
た
の
は
大
正
末
か

ら
放
送
を
開
始
し
た
東
京
中
央
放
送
局

が
、
嘱
託
と
し
て
久
米
正
雄
と
万
太
郎

を
招
い
た
こ
と
で
あ
る
。
常
勤
で
は
な

か
っ
た
の
で
、
戯
曲
の
代
表
作
「
大
寺

学
校
」（
S2
）が
成
り
、処
女
句
集「
道
芝
」

も
出
て
、
翌
年
に
は
「
春
泥
」
を
大
阪

朝
日
に
連
載
、「
大
寺
」
も
青
山
杉
作

の
演
出
で
上
演
好
評
で
、
舞
台
戯
曲
に

も
自
信
を
得
た
。
6
年
放
送
局
の
文
芸

と
音
楽
課
長
に
な
っ
て
毎
日
愛
宕
山
に

通
う
勤
め
人
の
生
活
と
な
り
、
つ
き
あ

い
は
芸
能
全
般
に
一
挙
に
広
が
る
。
彼

は
作
家
に
似
合
わ
ず
几
帳
面
に
職
務
を

こ
な
し
、
式
魔
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
顔
を

広
め
る
行
事
に
は
参
加
し
た
。
ま
た
彼

は
毎
晩
の
よ
う
に
と
り
巻
き
の
親
し
い

連
中
と
な
じ
み
の
店
、
時
に
は
吉
原
の

引
手
茶
屋
ま
で
足
を
伸
ば
し
、
文
名
と

肩
書
き
が
幅
を
利
か
せ
た
が
、
若
き
頃

か
ら
金
銭
感
覚
に
乏
し
く
側は

た

の
者
に
多

く
の
迷
惑
を
か
け
た
。
ま
た
、
彼
は
い

か
に
も
下
町
に
育
っ
た
者
ら
し
く
ふ
る

ま
い
、
芸
者
に
ば
か
り
憧
れ
て
、
そ
れ

も
人
の
持
ち
物
を
選
ん
で
い
る
か
の
よ

う
で
あ
っ
た
。

　

10
年
頃
か
ら
浮
気
の
相
手
と
し
て
岩

田
専
太
郎
の
元
愛
人
で
あ
っ
た
柳
橋
芸

者
・
黒
木
は
る
と
深
い
関
係
に
な
る
。

彼
女
は
女
優
を
志
願
し
彼
は
新
派
に
入

れ
た
が
演
者
と
し
て
も●

●の
に
な
ら
な

か
っ
た
。
生
活
は
外
泊
が
多
く
な
り
、

妻
に
嘘
を
言
う
で
た
ら
め
ぶ
り
に
京
は

堪
え
ら
れ
ず
、
つ
い
に
催
眠
薬
に
よ
る

抗
議
自
殺
と
い
う
事
態
と
な
る
。
京
の

葬
儀
委
員
長
を
引
受
け
た
瀧
太
郎
も
、

彼
の
不
行
跡
に
我
慢
な
ら
ず
こ
の
後
絶

縁
す
る
。
義
姉
も
怒
っ
て
絶
縁
を
伝
え

る
。
し
か
し
彼
は
〝
ふ
っ
つ
り
と
切
っ

た
る
縁
や
石つ

わ蕗
の
花
〞
な
ど
と
詠
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。
京
の
亡
く
な
っ
た
翌

月
、
は
る
は
女
児
を
出
産
、
万
太
郎
は

自
分
の
子
と
認
め
ず
逃
げ
口
上
、
無
責

任
な
態
度
に
は
る
は
一
生
そ
の
仕
打

ち
を
憎
み
許
さ
な
か
っ
た
。
16
年
後
歌

舞
伎
座
楽
屋
で
演
出
中
の
彼
の
と
こ
ろ

へ
、
彼
の
作
を
高
校
で
上
演
す
る
と
い

う
黒
木
佳
子
が
父
と
は
知
ら
ず
訪
ね
る

と
い
う
場
面
が
あ
り
、
あ
ま
り
に
親
子

の
面
貌
が
相
似
し
て
い
て
、
と
も
に
血

縁
を
認
知
し
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

京
の
死
後
10
年
間
は
妹
小
夜
子
と
耕

一
と
の
三
人
暮
ら
し
、
引
き
続
き
演
劇

関
係
中
心
で
、
13
年
に
は
文
学
座
の
設

立
に
岩
田
豊
雄
・
岸
田
國
士
と
共
に
参

画
し
最
後
ま
で
文
学
座
の
顧
問
格
と
し

て
こ
の
劇
団
を
深
く
愛
し
た
。

　

20
年
５
月
の
空
襲
で
三
田
の
家
が
三

度
目
の
火
事
で
焼
失
、
11
月
慶
応
で
同

学
の
実
業
家
で
鎌
倉
の
住
人
・
林
彦
三

郎
の
好
意
で
、
材
木
座
海
岸
沿
い
の
俗

称
モ
リ
ソ
ン
屋
敷
の
一
廓
に
入
る
。
半

年
し
て
こ
の
家
が
進
駐
軍
の
接
収
の
対

象
と
な
り
、
林
の
家
の
一
室
に
假
寓
、

こ
の
頃
か
ら
三
田
き
み
と
同
棲
し
、
21

年
末
三
宅
正
太
郎
夫
妻
の
媒
酌
で
10
年

の
独
身
生
活
を
終
え
る
。
彼
は
か
ね
て

か
ら
横
須
賀
線
の
往
復
が
お●

●
●

●

っ
く
う
で

東
京
で
の
足
場
と
し
て
三
田
旅
館
を
利

用
し
た
。
三
人
姉
妹
の
経
営
で
、
長
女

き
み
は
彼
よ
り
30
歳
下
の
27
歳
、「
可

憐
な
女
性
と
い
う
よ
り
お
よ
そ
か
け
離

れ
た
大
柄
な
が●

●
●

●

ら
が
ら
女
性
で
賑
や
か

な
こ
と
が
好
き
、
細
か
い
神
経
質
な

俳
人
に
向
く
だ
ろ
う
か
」（
今
日
出
海
）

と
心
配
し
た
が
、
二
、三
週
の
長
期
の

滞
在
の
あ
と
急
遽
彼
は
決
断
し
た
模
様

で
あ
る
。

　

翌
22
年
７
月
芸
術
員
会
員
、
11
月
、

林
の
隣
の
一
軒
家
に
や
っ
と
移
っ
た
。

結
婚
後
き
み
は
多
く
の
客
と
う
ち
と

け
、
彼
も
年
下
の
妻
を
自
慢
げ
に
鎌
倉

の
文
人
た
ち
と
の
旅
に
も
伴
っ
て
い
た

が
、
や
が
て
〝
う
と
ま
し
や
声
高
妻
も

梅
雨
空
も
〞
と
二
人
の
仲
は
冷
え
て
い

く
。
鎌
倉
で
の
生
活
は
多
く
の
文
士
た

ち
と
の
交
遊
、
特
に
句
会
も
多
く
、
27

年
冬
、
久
米
正
雄
死
去
の
あ
と
を
受
け

鎌
倉
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
お
さ
れ
、

殊
勝
に
務
め
た
。
し
か
し
、
彼
の
心
根

に
は
鎌
倉
は
假
寓
意
識
が
あ
り
、
い
ず

れ
東
京
に
戻
る
気
は
絶
え
ず
あ
っ
た
。

鎌
倉
で
よ
き
句
は
で
き
た
が
小
説
は

「
市
井
人
」
く
ら
い
し
か
な
い
。
既
に

60
歳
の
彼
は
増
え
続
け
た
肩
書
き
で
大

劇
場
の
演
出
も
名
前
貸
し
だ
け
と
か
、

ボ
ス
的
存
在
で
あ
っ
た
が
、
32
年
の
文

化
勲
章
受
賞
で
彼
の
文
学
上
の
名
声
は

確
固
た
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
私
生
活
は
ま
だ
ま
だ
波
乱
が

控
え
て
い
る
。
30
年
、
き
み
と
の
不
協

和
音
の
中
、
湯
島
天
神
下
の
気
に
入
っ

た
家
に
移
り
、「
火
事
息
子
」「
三
の
酉
」

（
読
売
文
学
賞
）
と
最
後
の
佳
作
を
書

き
、33
年
生
前
最
後
の
句
集
「
流
寓
抄
」

を
出
し
た
。
彼
は
半
世
紀
に
亘
る
著
作

の
う
ち
遂
に
自
伝
的
な
も
の
に
手
を
つ

け
ず
、
よ
く
知
っ
た
下
町
の
自
分
の
作

り
上
げ
た
浅
草
と
い
う
仮フ

ィ
ク
シ
ョ
ン構

の
空
間
に

限
定
し
、
独
自
の
文
体
、
吟
味
さ
れ
た

独
自
の
セ
リ
フ
で
少
数
派
の
読
者
に
は

熱
狂
的
に
歓
迎
さ
れ
た
。
日
本
文
学
史

上
で
は
大
き
な
山
に
は
な
ら
な
か
っ
た

が
、独
自
の
小
山
を
築
い
た
感
で
あ
る
。

し
か
し
俳
句
の
世
界
で
は
天
性
の
抒
情

性
が
発
揮
さ
れ
て
、
他
の
追
随
を
許
さ

ぬ
独
自
の
表
現
で
傑
出
し
、
後
年
次
第

に
小
説
の
代
わ
り
に
自
ら
の
生
活
断
片

を
折
り
込
ん
だ
句
も
多
く
な
っ
た
。

　

さ
て
結
婚
生
活
に
お
け
る
妻
に
は
絶

望
し
て
い
た
晩
年
（
S28
）、
昔
な
じ
み

の
芸
者
だ
っ
た
三
隅
一
子
と
再
会
す

る
。こ
の
頃
か
ら
湯
島
の
き
み
を
避
け
、

旦
那
が
病
気
で
伊
豆
の
本
妻
の
元
へ

送
っ
た
一
子
の
赤
坂
の
家
に
入
り
、
耕

一
が
肺
結
核
で
早
逝
し
た
直
後
（
S32
）

か
ら
赤
坂
伝
馬
町
の
一
子
の
家
に
隠
れ

こ
み
、
ほ
と
ん
ど
湯
島
に
帰
ら
ず
、
知

人
た
ち
は
二
人
の
女
の
抗
争
が
続
く
状

態
を
南
朝
北
朝
と
呼
び
な
ら
わ
し
た
。

　

三
隅
一
子
は
当
初
吉
原
で
寿
紅
と
い

う
芸
者
だ
っ
た
が
土
地
柄
が
合
わ
ず
赤

坂
に
移
り
、
万
太
郎
と
再
会
の
時
は

既
に
60
歳
を
こ
え

て
お
り
、
彼
女
は

万
太
郎
の
面
倒
を

よ
く
見
、
彼
女
の

手
厚
い
待
遇
を
受

け
て
彼
は
嬉
し
く

な
っ
た
。
彼
女
は

蓄
財
の
才
覚
も
あ

り
、
彼
の
飲
み
代
を
弁
済
し
廻
り
、
身

な
り
も
整
え
さ
せ
宴
会
に
は
迎
え
に

行
っ
た
り
、
最
後
に
は
自
家
用
車
も
買

い
与
え
た
。
し
か
し
一
子
は
正
妻
を
望

ん
だ
が
ま
ま
な
ら
ず
、
正
妻
の
き
み
も

自
権
を
主
張
し
て
譲
ら
ず
、
彼
も
離
婚

を
望
み
な
が
ら
最
後
の
決
断
に
躊
躇
し

て
周
り
の
人
を
混
乱
さ
せ
、
き
み
は
時

に
二
人
の
住
所
を
襲
い
罵
詈
雑
言
を
居

外
か
ら
浴
び
せ
る
な
ど
激
し
く
、
し
か

し
万
太
郎
も
最
後
ま
で
離
婚
の
印
は
押

さ
な
か
っ
た
。

　

36
年
12
月
一
子
が
急
に
倒
れ
日
を
置

か
ず
死
を
迎
え
彼
に
と
っ
て
生
涯
最
大

の
打
撃
で
〝
た
ま
し
ひ
の
抜
け
し
と
は

こ
れ
寒
さ
か
な
〞
と
詠
ん
だ
。

　

翌
38
年
５
月
４
日
、中
村
汀
女
の「
風

花
」
の
15
周
年
記
念
大
会
に
出
席
（
本

紙
の
山
本
照
子
は
こ
の
会
に
出
席
し
て

い
た
！
）、
こ
の
夕
、
梅
原
龍
三
郎
に

招
か
れ
（
高
峰
秀
子
夫
妻
、
美
濃
部
亮
吉
、

小
島
政
二
郎
、
奥
野
信
太
郎
等

）、
こ
の
日

は
銀
座
の
す
し
屋
の
出
張
が
あ
り
、
つ

け
台
の
前
に
座
っ
て
、
日
常
生な

ま
も
の物

は
口

に
し
な
い
の
に
赤
貝
を
口
に
し
た
。
そ

の
直
後
む●

●せ
て
席
を
立
ち
上
が
り
、
廊

下
で
仰
向
け
に
倒
れ
口
か
ら
泡
を
ふ

き
、
直
後
呼
吸
は
止
ま
っ
た
。
解
剖
の

結
果
、
食
餌
誤
嚥
に
よ
る
気
管
閉
鎖
に

原
因
す
る
急
性
窒
息
死
と
決
定
さ
れ

た
。「
自
ら
の
人
生
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

連
続
」
と
い
っ
た
彼
に
と
っ
て
、
あ
ま

り
に
あ
っ
け
な
い
悲
し
い
突
然
の
出
来

事
だ
っ
た
。

湯
豆
腐
や
い
の
ち
の
は
て
の
う
す
あ
か
り

（
二
階
堂
白
寿
会　

門
田
京
蔵
）

内 科・精 神 科・小 児 科 
特定健診受託医療機関 各種予防接種 精神保健相談 

鎌倉市玉縄１ー１１ー１１ 

（0467） 44ー5505

午後 5 00～ ： 7 00： 
午前 9 00～ ： 12 00： 

月 診 療 時 間 火 水 木 金 土 
○ ○ ○ ※ ○ ○ 
○ ○ ／ ※ ○ ○ 

休診日 日曜・祝日・水曜午後 ※‥第2・3木曜は休診 

原ひふ科医院 
原  尚道 

鎌倉市大町１ー１８ー１５ 

（0467） 22ー3858

原  宣 道 

鎌倉市大町１ー１８ー１２ 

w w w . h a r a d e n t a l . j p
（0467） 61ー3430

原歯科医院 
診療時間 木曜・日曜・祝日　休診 

午前 9： 00～ 1： 00 午後 3： 00～ 7： 00



　孫は男子校に通う中学二年生がただ一人である。この孫がまた可愛らしく頼
もしい。連日サッカーの練習に明け暮れながら、学業は全校で常時 10番以内
を維持。また、バイオリンを学び、昨年は先生と共にイタリアを訪れている。
小学校時代の先生に『身障者の旧友に自発的にいつも優しく手助けしている』
と講評されているのが嬉しい。孫の名は原田遼である。あのゴルフ界の新星と
同名である。マスコミで騒がれる度にホクソ笑んでいる。
 ただ、この孫達の時代の世相がどうも心配でならない。日本の国情や地球の
温暖化など。天国から見守るだけになりそうなのが、残念でならない。

　孫は我が子より可愛い。じ
● ● ●

じーの若い頃は働くこ
とで精一杯だった。5番目の孫娘は大きくなった現
在、膝が痛くて杖をつくじ

● ● ●

じーと一緒に映画を観に
行ってくれる。こんな時、階段のてすりにつかまりながら杖をついていると、
後ろからじっと見守ってくれる。外に出て段差の所でよろめきかけたら、危な
いと抱きかかえてくれた。「旭山動物園物語」を観終ったあと、「動物園はそれ
ぞれみんなが自分の部署をちゃんとやったからあのような立派な動物園になっ
たのね」と孫娘は語ってくれた。

（ 10 ）第 62 号平成 21 年（2009 年）5月 20 日発行 みらいふる鎌倉

　私は終戦の時、旧満州国 (現中国東北部 )で関東軍として
ソ満国境の守備に就いていました。終戦により、ソ連軍の捕
虜収容所に収容され過酷な抑留生活が始まりました。冬季に

は飢えと寒さで栄養失調となり、
戦友がバタバタと倒れ帰らぬ人と
なりました。このような状況下で
よくも生きて帰って来たと幸運を
感じています。

　昨年の 5月に孫娘が子猫を買って、「おじいちゃん、おばあちゃん、元気
で楽しい時間が持てるかもしれないよ」と、持ってきてくれました。子猫
は元気で家中を飛びまわり、障子紙を破るわ、高い所の物を落とすわと大変、
このいたずら猫も今年 3月には 1歳の誕生日を迎え、人の言葉がわかるよ
うになり、名前の「好い子」というと静かになります。人間も動物も気持
ちが通じるつきあいで、この頃は夜 10時頃になると双方眠くなり、おばあ
ちゃんの布団の中に入り、朝まで眠る状態。これからも夫婦で元気に頑張っ
て、子猫のためにも、長く面倒を見てやりたいと思っています。

◇大船田園柏寿会　大久保安夫 ◇笛田東芝珀
はくお う か い

桜会　原田　光

◇「異国の丘体験」岩瀬第二春秋会　青木徳次郎 ◇「孫からのプレゼント」　腰越第三たのしみ会　内田　昭三

　私は卒寿を過ぎた祖母です。男子にめぐまれぬ
女系家族娘 4人で、主人はいつもこの家は女が
強いなあと言っていましたが、内孫に初めての男
子出産の知らせに、会社の役員会議中にもかか
わらず病院に飛んで行き、玉のような男の子で喜
びひとしおです。楓幼稚園に入り、七里が浜小学
校・御成中・明治大学と進み、卒業式にいただい
てきたのは法学部優等賞の表彰状でした。銀行に
5年勤めて今度は税理士の資格を取るべく、勉強
しなおして 5年で資格を取り、今は社長秘書の
仕事に従事しています。
　孫が 30歳の頃世帯主を譲り、去年 38歳で結
婚し、二世帯主の家計簿を快く引受けてくれて、
本当に嬉しく思います。仏様に夕食前に必ず手を
合せ、彼岸に家族と車でお墓参りに行き、本当に
有難く感謝し、孫に教えられる事が多い日々です。
このような私、孫ババとお笑い下さい。

◇さくら会　天野　正子
　孫 2人。8歳の男の子と 10歳の女の子、私
に似て美男、美女。長男と嫁さんにいつも感謝
しております。それにしても、次男は未だ独身
で“のんき者”、花嫁募集中です。いい人お
世話して下さい。

◇末廣シルバークラブ   奴田不二夫

　私は 5人目の孫と同じ敷地
内に住んでいます。孫が 3 歳
の頃、息子たちが子犬を飼い、
私は孫をおもりしながら子犬と
過ごしました。小学3年生の時、
この孫はガールスカウトに入団
しましが、早いもので一昨年成
人式を迎えました。
　今では後輩のお世話や交流会
に参加するなど、立派な社会人
になり、家に帰ると「おばあちゃ
んただいま」と礼儀正しく声を
かけてくれます。まさに自慢の
私の宝です。

◇戸ケ崎第一白寿会　畔原とみ子

　
　高校入学祝いのお礼に「ばあちゃん元気
かいお祝いありがとう」と三女の長男の初
孫の元気なあいさつ。「お前バイクで来た
のか ? 大丈夫か。暴走族の仲間に入るな
よ、まして白い粉に手を出すな」と言って

心配していた孫が、今では早いもので二児の親で、手土産提げてひ孫を
見せにやって来た。社会人になって頑張っていると話は聞いていたが、
私の子供は3人とも娘で、男の子がほしかった。ところが娘三人三様で、
孫が皆男の子で、じいちゃん男の子でよかったねと言われる。私も 80
をこえた年寄り、孫は美しい女の子の方が良いと思う…男の子は思いや
りがあるけれども表には出てこない。幸いひ孫が娘で喜んでいる。

◇手広喜楽会　坂尻　正行

　戦後の混沌とした時代、3人の子育てに苦労した私。今は皆成長し、しあわ
せな家庭を持ち、6人の孫がおります。孫を背負い山登りをしたこと、隣家の
火事の時背負って逃げたこと、忘れ物を届けに学校へ行ったこと等、思い出は
いっぱい。
　その孫たちも社会人となり、やれやれと思う矢先、二人目の娘が子供 2人
を残し他界してしまった。この残された子供たちと婿を応援するために、今な
おがんばっている私です。

◇名越長寿会　吉田實佐子
　電話のベルが鳴った。孫の声「オーマ居る ? 今
度の休みにパパと行っていい ?」私は「ハイハイ
待っていますよ」と答えた。私には7人の孫がいて、
皆とても可愛い。言葉の上達、おませな口ぶり、娘
4人の頼みがあると私は東京へ飛んで行く。何とか
かんとか用足しに、孫の顔見たさに。孫の優しいオー
マという声、ベルの音を待つ私です。

◇七里が浜さつき会　遠矢　昌子

漢方診療・内科・外科 

田中医院 

鎌倉市常盤６４８ー４ 
　　市役所通り、仲の坂交叉点 

 
診療時間　午前9：00～12：00 
　　　　　午後3：00～ 6：00 
休 診 日　1）木曜・日曜・祝祭日と振替休日 
　　　　　2）水曜の午後 

（0467） 32ー1315

井内歯科医院 
医療法人社団 

鎌倉市大船1ー24ー19鶴ヶ岡会館センタービル2F

■ 診療時間 月火水金 午前10時　～12時半 
　　　　　　　　 　午後  2時半 ～  7時半 
　　　　　 土     午前10時　～12時半 
　　　　　　　　    午後　2時     ～   5時 
■ 休 診 日 木曜・日曜・祝祭日 

TEL0467ー45ー5819

住み慣れた場所で、いつまでも安心して 
生活するために皆様のお宅へお伺いします。 

鎌倉市大船６ー２ー２４（JR大船駅より徒歩８分） 
（0467） 45ー2111（代） 

医療法人　財団互恵会 

大船中央病院 

訪問リハビリテーション 

訪問看護 訪問診療 
柳川クリニック 
医療法人社団　健生会 

URL:www.yanagawa-clinic.com/

鎌倉市西鎌倉１ー１８ー３ 
（湘南モノレール西鎌倉駅より徒歩１分） 

TEL（0467） 33ー0857 FAX33ー1229

専門医による 
胃・大腸内視鏡検査 
予約制となっておりますのでまずはご連絡下さい！ 
70才以上の方送迎サービスを始めました！ 

詳しくはお電話下さい 

内科・胃腸科・外科 
リハビリ科・肛門科 

土橋医院 

植木590ー9 46―8258

診療時間  月～金9：00～12：30 
                          3：00～  7：00 
     土       9：00～12：30 
休 診 日 日曜・祝日 

045ー890ー0093
横浜市栄区笠間2ー14ー1　セサミスポーツクラブ大船1F

１５ ００ ～ ： １８ ００ ： 
９ ００ ～ ： １２ ００ ： 

月 診療受付時間 火 水 木 金 土 
○ ○ ○ ／ ○ ○ 
○ ○ ○ ／ ○ ／ 

土曜日は午前診療のみです 
木曜日・日曜日・祝祭日は休診となります 

（0467） 40ー6840
鎌倉市大船３ー１ー３ セイショウナン１F

http://www.aozora-dental.jp

歯科・歯科口腔外科・小児歯科 

休 診 日 日曜・祝日 

9： 30～ 12： 30 14： 30～ 19： 30平日 

土曜 
火曜と木曜の午後は21：00まで診療します（受付は20：30まで） 

／ 

9： 30～ 12： 30 13： 30～ 17： 30／ 

駐車場有 

診
療
時
間 

しおのいり内科 

鎌倉市大船3ー1ー3 セイショウナンビル4階 

併設　生活習慣病改善センター 

△第1・3・5週の日曜日は診療 

月 金 土 診療時間 日 火 木 水 
9：00～12：30
15：00～18：00

休 

診 休
診 

休
診 

△ 

TEL 0467ー42ー7640
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防
犯
活
動
と
ま
ち
美
化
活
動

城
廻
寿
会　

会
長　

鈴
木　

義
雄

　

城
廻
寿
会
は
昭

和
54
年
9
月
15
日

に
設
立
さ
れ
、
数

年
経
過
後
、
住
宅

地
内
に
空
き
缶
、

紙
く
ず
な
ど
が
捨

て
ら
れ
て
い
た
の

で
、「
缶
拾
い
」

と
称
し
て
、ま
ち
の
美
化
を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
10
年
頃
に
な
っ
て
全
国

的
に
空
き
巣
の
被
害
が
多
発
し
、
こ
の

行
動
を
定
例
化
し
「
ま
ち
美
化
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
」
と
名
称
を
定
め
、
毎
月
第
3
月

曜
日
午
後
2
時
よ
り
約
1
時
間
、
約
20
名

が
参
加
し
、
防
犯
チ
ョ
ッ
キ
、
腕
章
を
つ

け
て
3
組
に
分
か
れ
て
防
犯
活
動
と
、
空

き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
紙
く
ず
な
ど
の

清
掃
美
化
を
兼
ね
て
住
宅
地
内
を
隈
無
く

巡
回
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
年
末
は
回
数

を
増
や
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
会
会
員
も
高
齢
化
が
進
み
、
無
理
の

な
い
体
制
で
今
後
と
も
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

登
下
校
の
見
守
り
活
動

岩
瀬
第
三
春
秋
会　

臼
井　

直

　

岩
瀬
町
内
会
の
「
安
心
・
安
全
ま
ち
づ

く
り
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し

て
、
平
成
18
年
4
月
に
「
岩
瀬
生
き
生
き

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
が
発
足
し
、
学
童
の
登

下
校
の
見
守
り
活
動
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。

　

私
は
真
っ
先
に
手
を
挙
げ
こ
の
活
動
に

率
先
し
て
協
力
し
、
今
日
に
い
た
っ
て
お

り
ま
す
。

　

通
学
路
の
要
所
要
所
に
帽
子
を
か
ぶ
り

腕
章
を
つ
け
た
小
父
様
が
立
っ
て
い
る
の

を
見
て
、
初
め
は
け
げ
ん
な
顔
を
し
声
か

け
し
て
も
全
く
応
答
が
な
か
っ
た
が
、
最

近
で
は
大
き
な
声
で
「
行
っ
て
き
ま
す
」

と
か
「
た
だ
い
ま
」
と
い
っ
て
答
え
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
と
同
時

に
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
も
ご

苦
労
様
で
す
と
励
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

学
童
や
父
兄
の
皆
様
に
頼
り
に
さ
れ
て

い
る
と
思
う
と
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

こ
う
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
元
気
な
部
会

坂
本
町
喜
楽
会　

菅
沼　

学
子

　
「
ぶ
ら
り
会
」
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
名
前

で
発
足
し
て
か
ら
今
年
で
12
年
に
な
り
ま

し
た
。

　

鎌
倉
は
寺
院
や
名
所
が
多
数
あ
り
ま
す

が
、
知
ら
な
い
場
所
も
多
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
月
に
1
度
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な

が
ら
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
こ
う
!! 

と
始
め
ま
し

た
。
無
理
を
せ
ず
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ

て
気
軽
に
参
加
で
き
る
こ
と
が
100
回
以
上

続
け
ら
れ
て
い
る
理
由
で
す
。

　

バ
ス
旅
行
も
あ
り
、
七
福
神
め
ぐ
り
、

お
花
見
、
い
も
堀
り
、
ま
た
忘
年
会
と
季

節
の
行
事
を
取
り
入
れ
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
同
じ
町
内
に
住
み

な
が
ら
名
前
も
知
ら
な
か
っ
た
方
た
ち
と

こ
の
会
を
通
じ
て
顔
見
知
り
に
な
り
、
親

し
く
挨
拶
を
交
わ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
子
ど
も

た
ち
の
通
学
の

見
守
り
に
も
積

極
的
に
参
加
す

る
こ
と
で
世
代

間
の
交
流
も
う

ま
れ
、
地
域
の

絆
が
深
ま
り
防

犯
面
に
も
役
立

ち
、
安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

健
康
増
進
と
地
域
福
祉
の
充
実
を

戸
ケ
崎
第
二
白
寿
会 　

坂
場　

英
雄

　

当
地
区
は
市
役
所
の
大
船
支
所
を
2
分

割
し
た
東
は
建

長
寺
か
ら
、
西

は
東
海
道
線
ま

で
の
横
須
賀
線

を
背
骨
と
し
た

地
区
に
5
単
位

ク
ラ
ブ
、
会
員

230
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
で
は
親
睦
を
兼
ね
、
年
2

回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
技
を
磨
き

な
が
ら
の
び
の
び
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
設
立
3
年
目
を
迎
え
る
友
愛
チ
ー

ム
の
見
守
り
活
動
も
地
区
民
生
委
員
と
協

働
し
て
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

で
す
。
ま
た
、
町
内
道
路
な
ど
の
美
化
活

動
も
健
康
づ
く
り
と
位
置
付
け
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
前
向
き
な
地
域
福
祉
活
動
と

会
員
の
健
康
維
持
・
増
進
に
大
い
に
役
立

つ
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

ち
と
せ
会
の
一ひ

と

月

離
山
ち
と
せ
会　

常
盤　

良
一

一
、
定
例
会　

毎
月
第
4
土
曜
日
、
町
内

会
館
に
て
実
施
。
行
事
予
定
打
合
せ
、
当

月
該
当
誕
生
者
の
お
祝
い
、
童
謡
、
カ
ラ

オ
ケ
愛
唱
な
ど
。

二
、
歩
こ
う
会　

第
2
火
曜
日
（
雨
天
の

場
合
中
止
延
期
）
夏
場
・
冬
場
は
休
み
。

歴
史
探
訪
・
季
節
花
鑑
賞
な
ど
15
名
前
後

参
加
し
て
い
る
。

三
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　

毎
週
月
・
水
・
金

曜
日
9
時
か
ら
11
時
半
ま
で
、
小
袋
谷
子

供
広
場
に
て
実
施
。
部
員
11
名
で
楽
し
ん

で
や
っ
て
い
る
。

四
、
句
会　

毎
月
第
3
火
曜
日
、
13
時
半

か
ら
会
館
に
て
会
員
七
名
に
て
。

五
、
空
缶
回
収
日　

第
3
火
曜
日
、
早
朝

実
施
。
市
側
に
供
出
し
て
1
ヶ
月
約
300
〜

400
個
回
収
さ
れ
る
。

六
、
登
下
校
の
見
守
り
（
大
船
小
学
校
）

自
治
会
と
共
同
で
週
2
日
1
人
ず
つ
協
力

し
実
施
し
て
い
る
。

　

◆ 

俳　

句

新
鎌
倉
山
り
ん
ど
う
会　

中
久
喜
た
い

砂
文
字
の
消
し
つ
消
さ
れ
つ
水
温
む

満
開
の
こ
ぶ
し
は
闇
を
近
づ
け
ず

浄
明
寺
寿
会　

山
本　

照
子

鯉
の
ぼ
り
ダ
ム
の
秘
境
に
育
つ
子
に

卯
波
寄
す
た
た
み
し
嵩
の
地
引
網

七
里
ガ
浜
句
会　

阿
部　

弥
生

ベ
ビ
ー
カ
ー
に
大
泣
き
す
る
子
街
薄
暑

鯉
の
ぼ
り
子
を
叱
り
し
を
悔
や
ま
る
る

七
里
ガ
浜
句
会　

加
野　
　

遙

ブ
ー
メ
ラ
ン
投
げ
て
独
り
や
春
愁

雛
の
日
や
届
く
虎
屋
の
雛
衣

（
雛
衣
は
五
色
羊
羹
）

七
里
ガ
浜
句
会　

下
條　

怡
生

花
曇
古
書
店
の
棚
暗
き
か
な

薫
風
の
総そ

う
は
ん
て
ん
ぱ
ん

帆
展
帆
日
本
丸

七
里
ガ
浜
句
会　

佐
々
木
和
子

生
牡
蠣
の
咽
喉
も
と
す
べ
る
余
寒
か
な

わ
か
め
干
す
あ
を
あ
を
と
風
通
り
け
り

七
里
ガ
浜
句
会　

敦
賀　

笑
子

江
ノ
電
の
ホ
ー
ム
に
遊
ぶ
雀
の
子

一
滴
も
残
さ
ず
注
ぎ
て
新
茶
か
な

七
里
ガ
浜
句
会　

藤
枝　
　

笙

襞
と
な
り
波
が
こ
が
も
の
胸
を
押
す

蔦
若
葉
塀
を
乗
超
え
空
掴
む

七
里
ガ
浜
句
会　

松
原　
　

薫

水
温
む
波
紋
静
か
に
田
の
面

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
一
望
春
の
雪

七
里
ガ
浜
句
会　

棟
渡
登
志
子

雀
の
子
声
移
り
ゆ
く
切
通
し

春
燈
や
竹
籠
の
影
濃
く
淡
く

七
里
ガ
浜
句
会　

矢
島　

芳
子

皮
つ
け
し
ま
ま
親
を
越
え
今
年
竹

さ
え
ず
り
の
中
で
耳
立
て
陶
き
つ
ね

七
里
ガ
浜
句
会　

米
澤
せ
つ
子

湘
南
の
風
と
な
り
け
り
初
燕

松
蝉
に
写
経
の
筆
を
せ
か
さ
る
る

北
鎌
倉
瓜
ヶ
谷
句
会　

高
橋　
　

斌

春
霞
横
切
っ
て
浮
か
ぶ
飛
行
雲

道
の
辺
に
清
し
さ
開
く
い
ぬ
ふ
ぐ
り

北
鎌
倉
瓜
ヶ
谷
句
会　

山
下
カ
ヨ
子

蒼
天
の
源
氏
山
ま
で
春
捜
す

暖
冬
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
老
も
食は

む

　

◆ 
短　

歌

笛
田
東
芝
珀
桜
会　

小
原　

康
子

冬
時
雨
さ
む
ざ
む
と
降
る
庭
の
木
に

　
　
　
　

梅
の
つ
ぼ
み
に
露
の
玉
光
る

冬
空
に
梅
満
開
に
香
り
立
ち

　
　
　
　

身
近
に
春
を
思
う
折
り
ふ
し

　

◆ 

川　

柳

笛
田
東
芝
珀
桜
会　

原
田　
　

光

遺
伝
子
の
な
か
に
息
ず
く
母
の
味

相
応
と
思
っ
た
嫁
が
今
天
下

普
段
着
で
包
ま
れ
て
い
る
品
の
良
さ

ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
祐 
旅のことならおまかせ下さい！ 
　国内旅行は、もちろん海外旅行も‥‥。 

TEL 045ー805ー1173〒２４５ー００１４  横浜市泉区中田南２ー１ー３０ 

鎌倉市担当・大 橋　誠（上 坂　健） 

（株）新中央ツーリスト  横浜営業所 
神奈川県知事登録2-788号  総合旅行業務取扱管理者：田中俊之 

元気なクラブを
紹介します

（0467） 43ー2211

※市民検診 電話ご予約下さい 
鎌倉市台4ー5ー33

療養型病棟 療養型病棟 
安心して長期療養できます 

内科・リウマチ科・リハビリテーション科・歯科 

芋川耳鼻咽喉科 
耳鼻咽喉科・アレルギー科 
補聴器相談うけたまわります 
鎌倉駅東口徒歩１分 

※駅より診療室までバリアフリーです 

（0467） 24ー7273

医 療 法 人 社 団 

診療時間　午前9時～12時 
　　　　　午後3時～ 7 時 
　　　　　 （土曜6時まで） 
　　　　　  日曜　午前中 
休       診    毎木曜日・祭日 

鎌倉市岡本2丁目6ー39
（0467） 43ー1748

又吉歯科医院 

休 診 日  日曜・木曜・祝日 

診療時間 午前 
午後 

9 
2 
： 
： 
30 
30 
～ 
～ 
12 
6 
： 
： 
30 
00 

鎌倉市小袋谷５５３ー５ 
FAX （0467） 43ー2598

鎌倉市稲村が崎2ー8ー10

内　  科  ・ 糖 尿 病 外 来 
消化器科・呼吸器科・循環器科 

高井内科クリニック 
鎌倉市大船1ー26ー27
（0467） 43ー5556 （0467） 48ー2211

鎌倉市大船１ー１０ー１６（田園薬局大船東口店２階） 

池田賢・泌尿器クリニック 

午後 ３ ００ ～ ： ６ ００ ： 
午前 ９ ００ ～ ： １２ ００ ： 

月 診 療 時 間  火 水 木 金 土 
○ ○ ○ 休 ○ ○ 
○ ○ ○ 休 ○ 休 

日・祝 
休 
休 

［各種保険取扱い］　土曜日は、１２：３０まで診療致します 

JR大船駅東口より徒歩１分 
湘南モノレール大船駅すぐ前 

（0467） 25ー5536
鎌倉市扇ヶ谷１ー９ー４ 

吉岡内科医院 
診 療 時 間 月 火 水 木 金 土 
午前9：00～12：30
午後4：00～ 7：00 休 

休 
休 

◇ 休診日  日曜・祝日・木曜・水曜午後 

在宅支援往診応需・健康診断 

内　科・循環器科 



大
蔵
の
里
を
訪
ね
て

　

八
幡
宮
参
道
途
中
の
流
鏑
馬
道
を

経
て
国
大
附
属
小
脇
か
ら
、
荏
柄
天

神
へ
の
桜
並
木
は
、
人
力
車
が
一
番

好
ん
で
案
内
す
る
定
番
コ
ー
ス
で
あ

る
。
今
回
は
頼
朝
の
墓
と
あ
ま
り
知

ら
れ
ざ
る
近
く
の
墓
な
ど
大
蔵
の
里

を
訪
ね
て
み
よ
う
。

　

頼
朝
が
鎌
倉
入
り
し
た
の
は
治
承

4
年
（
１
１
８
０
）、
元
八
幡
に
参
拝

し
、
直
ち
に
こ
れ
を
鎌
倉
の
中
央
に

移
す
こ
と
を
計
画
ま
た
、
幕
府
館
と

自
邸
を
そ
の
東
隣
り
の
昔
頼
義
の
館

の
あ
っ
た
大
蔵
の
地
に
構
え
る
。
現

在
の
清
泉
小
の
敷
地
に
、
平
安
時
代

の
寝
殿
造
り
を
ま
ね
て
大
蔵
御
所
を

設
営
す
る
。
邸
内
に
侍
所
・
公
文
所
・

問
注
所
を
置
き
、
重
要
な
政
務
は
こ

こ
で
行
わ
れ
た
。
桜
並
木
中
央
四
つ

辻
の
青
年
団
の
「
大
蔵
幕
府
旧
蹟
」

は
そ
の
西
南
部
に
当
た
る
。
こ
の
碑

の
前
方
北
に
頼
朝
の
墓
が
あ
る
。

　

当
時
こ
の
一
帯
に
頼
朝
の
持
仏
堂

が
あ
り
、
自
身
も
死
後
こ
こ
に
葬
ら

れ
法
華
堂
と
呼
ば
れ
、
単
な
る
墳
墓

で
は
な
く
寺
と
し
て
の
構
成
を
も
っ

て
い
た
。
後
世
徳
川
の
武
士
た
ち
に

と
っ
て
、
日
光
東
照
宮
が
彼
ら
の
精

神
的
な
紐
帯
の
核
で
あ
っ
た
と
同
様

に
、
鎌
倉
武
士
た
ち
の
寄
り
ど
こ
ろ

と
な
り
、
１
２
４
７
年
の
三
浦
一
族

が
討
た
れ
た
と
き
自
邸
を
捨
て
、
こ

の
法
華
堂
の
頼
朝
の
画
像
の
前
で
自

決
し
た
。
階
段
下
左
の
白
旗
神
社
の

祭
神
は
頼
朝
、
明
治
初
年
の
神
仏
分

離
に
よ
り
法
華
堂
は
廃
さ
れ
、
明
治

５
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
。

　

階
段
上
に
五
輪
塔
の
墓
が
あ
る
。

こ
れ
は
１
７
７
９
年
、
薩
摩
藩
主
島

津
重し

げ
ひ
で豪

が
頼
朝
こ
そ
わ
が
先
祖
と

ば
か
り
改
修
し
、
線
香
立
て
に
は

の
紋
ま
で
入
れ
た
。
こ
の
時
、
島

津
家
と
先
祖
忠
久
の
威
を
示
す
よ

う
に
「
頼
朝
公
石
塔
及
元
祖
島
津

豊
後
守
忠
久
石
塔
道
安
永
八
年
乙

亥
二
月
薩
摩
中
將
重
豪
建
立
」
と

刻
み
こ
ま
れ
た
大
き
な
石
塔
道
標

識
に
注
目
、墓
の
す
ぐ
左
側
に
あ
る（ 

昔
は
金
沢
街
道
に
面
し
た
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
、
階
段
下
の
顕
彰
歌
碑
裏
に

も
同
様
の
も
の
が
あ
る
）。

　

次
に
頼
朝
墓
の
右
上
山
麓
（
70
ｍ

ほ
ど
先
）
に
や
ぐ
ら
様
の
三
つ
の
墓

が
並
ん
で
い
る
。
こ
こ
へ
は
崖
を
登

ら
ず
、
別
に
石
段
下
を
東
へ
歩
く
と

す
ぐ
「
覚
阿
大
江
公
御
塔
前
」
の
献

燈
が
両
脇
に
あ
る
階
段
が
あ
り
、
こ

こ
か
ら
の
方
が
楽
で
、
三
浦
一
族
の

さ
び
し
い
や
ぐ
ら
を
み
て
147
段
を
の

ぼ
る
と
5
分
ほ
ど
で
到
着
す
る
。

　

右
は
島
津
忠
久
。
母
は
比
企
能
員

の
妹
丹
後
局
、
頼
朝
の
落
胤
説
あ
り
。

九
州
三
国
の
守
護
を
つ
と
め
た
。
真

中
と
左
は
負
け
じ
と
長
州
藩
が
先
祖

は
大
江
広
元
の
子
孫
と
い
う
こ
と
で
、

大
江
家
の
2
人
。
広
元
は
幕
府
創
成

期
の
智
慧

袋
重
臣
で
あ

り
、
北
条
独

裁
体
制
確
立

に
協
力
し
た

と
い
う
人
物

で
、
薩
摩
と

対
抗
上
広
元

の
墓
を
探
し

て
整
備
し
た
。

　

左
の
墓
は
広
元
の
四
男
、
毛
利
家

の
祖
先
と
な
っ
た
毛
利
季
光
で
あ
る
。

階
段
下
に
幕
末
の
長
州
藩
革
新
派
の

原
動
力
と
な
っ
た
村
田
清
風
の
句
碑

が
あ
る
。「
鎌
倉
の
御
事
蹟
を
探
り
探

り
て
｜
む
か
し
語
り
き
く
き
く
む
し

る
尾
花
哉　

清
風
」（
１
８
１
７
）
で

あ
る
が
自
然
石
で
風
化
し
て
読
み
と

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
鎌
倉
に
墓
の

様
子
を
見
に
来
た
時
の
句
で
あ
ろ
う
。

（
浄
明
寺
寿
会　

山
本　

照
子
）

（ 12 ）第 62 号平成 21 年（2009 年）5月 20 日発行 みらいふる鎌倉
　

米
村
さ
ん
は
明
治
41
年
10
月
7
日

生
ま
れ
の
100
歳
。
鎌
倉
生
ま
れ
の
鎌

倉
育
ち
、
生
粋
の
鎌
倉
人
だ
。

　

実
家
は
鎌
倉
で
唯
一
の
荷
車
製
造

工
場
を
営
ん
で
い
た
。
非
常
に
忙
し

く
、
幼
少
の
頃
か
ら
何
で
も
手
伝
い

を
し
て
い
た
と
い
う
。
学
生
の
頃
は

運
動
が
得
意
で
、
マ
ラ
ソ
ン
の
選
手

を
し
て
い
た
ほ
ど
。
そ
の
経
験
が
今

の
健
康
を
支
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

20
歳
で
極
楽
寺
へ
と
嫁
ぐ
と
き
の

こ
と
、
父
か
ら
の
「
ト
シ
、
い
じ
め

ら
れ
た
ら
す
ぐ
に
帰
っ
て
く
る
ん
だ

ぞ
」
と
の
言
葉
に
、
母
は
「
そ
ん
な

こ
と
言
う
も
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
」

と
苦
笑
い
。
い
か
に
家
族
か
ら
愛
情

を
注
が
れ
て
大
事
に
育
て
ら
れ
た
か

が
よ
く
分
か
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。

　

健
康
で
気
を

つ
け
て
い
る
こ

と
は
食
事
。
好

き
嫌
い
な
く
何

で
も
食
べ
、
ほ

ぼ
毎
日
コ
ッ
プ

一
杯
程
度
の
晩

酌
を
す
る
。
ま

た
、
人
と
会
っ

て
話
を
す
る
の
が
好
き
で
、
会
の
集

ま
り
に
は
毎
月
出
席
し
て
い
る
。「
で

き
る
こ
と
を
や
っ
て
、
で
き
な
い
こ

と
は
無
理
に
し
な
い
」、
こ
れ
が
長
寿

の
秘
訣
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

お
医
者
さ
ん
に
「
立
派
だ
ね
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
米
村

さ
ん
の
手
。
小
さ
な
頃
か
ら
の
畑
仕

事
で
よ
く
働
い
た
そ
の
手
は
、
し
っ

か
り
と
大
き
く
、こ
れ
ま
で
の
人
生
の

全
て
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
前
、
ぜ
ひ
大
久

保
会
長
に
ご
挨
拶
が
し
た
い
と
2
階

か
ら
降
り
て
来
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
、

お
宅
を
後
に
す
る
際
に
は
窓
か
ら
ず

っ
と
見
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
そ
の
姿

に
、
温
か
な
思
い
や
り
の
心
を
分
け

て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

極楽寺橘会
米村　稔子さん（100歳）

鎌
倉
散
歩

　「やまもも」発行に際しご協賛いただ
きました各位に厚く御礼申し上げます。
本紙は会員相互の交流と生きがい向上
に、さらに内容の充実に励んでまいりま
す。今後も倍旧のご厚誼を賜りますよう
お願い申し上げます。みらいふる鎌倉

◆スポンサー各位へ御礼◆

頼朝顕彰碑◆表紙の写真

　頼朝墓への階段下、左側の青年団建立の「法華
堂跡」の碑の反対側に身の丈ほどの歌碑がある。
　平成 5年、地元の頼朝を慕う人々で「源頼朝会」
が結成され、命日の 13日には墓と周辺を清掃し
花を供え、時には頼朝の研究家小池会長から話を
聞くことがある。12年この会が発起し、490 人
の奉讃者から約 1000 万円を集めて、伊豆の自然
石を使って高さ 170cmの大きな顕彰の歌碑を建
立した。「君出でて民もしづまり九重の塵もをさ
まる世とはなりにけり」。中世史と頼朝の研究の
権威・大森金五郎 (昭和 12 年没 ) の詠歌で、書
は平成 8年に亡くなった清水基吉 (芥川賞作家、
俳人、元鎌倉文学館館長 )である。
　頼朝は戦乱の中世を鎮定し、民百姓の生命財産
を保障するとともに朝廷の名のもとに搾取階級と
もいうべき公家貴族の特権を剥奪して、民生安定
を第一とする武士政権を鎌倉の地に創設したこと
をこの碑は讃えている。
　「君」とは頼朝であり、「九重」は朝廷、「塵」
は公家貴族のことである。(K)

編
集
後
記

　
「
や
ま
も
も
」
の
読
者
の
3
分
の
2

は
会
員
で
な
い
方
。
今
号
は
「
み
ら
い

ふ
る
鎌
倉
」
の
現
状
、
活
動
実
態
を
紹

介
し
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
ペ
ー
ジ
を
さ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会

員
の
方
も
本
紙
を
活
用
し
て
お
仲
間
を

増
や
し
て
下
さ
い
。

　

今
年
か
ら
「
出
前
講
座
」
が
開
講
さ

れ
ま
す
。
個
人
宅
に
は
配
達
で
き
ま
せ

ん
が
、
ク
ラ
ブ
・
地
区
で
相
談
さ
れ
て

ご
注
文
下
さ
い
。

　

鎌
倉
に
縁
の
深
い
久
保
田
万
太
郎
と

金
子
晋
さ
ん
の
こ
と
を
調
べ
て
「
人
生

と
い
う
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
に
精
一
杯
生

き
た
の
だ
」
と
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。

（
Ｋ
）

原
稿
募
集
｜
投
稿
規
定
｜

　

98
歳
の
日
野
原
先
生
は
「
75
歳
か
ら
新

老
人
、
新
し
い
こ
と
を
は
じ
め
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
次
回
は「
私
の
挑
戦
」と

い
う
テ
ー
マ
、「
私
は
×
×
歳
か
ら
×
×
×

を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
…
」
と
、
ご
活

躍
ぶ
り
を
300
字
以
内
で
お
送
り
下
さ
い
。

（
写
真
が
あ
れ
ば
）
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
に

つ
い
て
も
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
送
り
先
は
鎌
倉
市
役
所
高
齢
者
い

き
い
き
課
内
み
ら
い
ふ
る
鎌
倉
事
務

局
（
鎌
倉
市
御
成
町
18
ー
10
）
ま
で
。

◎
原
稿
締
め
切
り

平
成
21
年
８
月
末
日

◎
紙
面
割
り
の
都
合
で
、
原
稿
の
採

用
、
内
容
の
一
部
修
正
等
に
つ
い
て
は

ご
一
任
願
い
ま
す
。
原
稿
等
は
返
却

い
た
し
ま
せ
ん
。

田辺整形外科 
診療時間　A.M.9：00～12：00 
　　　　　P.M.2：00～  6：00 
休 診 日　土曜午後・日曜・祝日 

整形外科・リハビリテーション科・リウマチ科 
医療法人 

鎌倉市大船2ー18ー20
（代） （0467） 44ー5290

大船駅東口より5分（松竹撮影所通り） 
鎌倉市今泉２ー１０ー１ 
（0467） 46ー9811

社会福祉法人 麗寿会 
個室ユニット型 特別養護老人ホーム 

ふれあいの泉 
お年寄りの願いや希望に応える 
寄り添うケア  心のふれあいが 
私たちの願いです。 

大塚整形外科 大塚整形外科 
整形外科・リハビリテーション科 

鎌倉市岡本2ー5ー11 （第2大観ビル4F） 

TEL（0467） 40ー1020 FAX40ー1021
http://www.myclinic.ne.jp/ohtsuka_cl/

■休診日 

■診療時間 
AM 9： 00～ 12： 00PM
PM 2： 00～ 6： 00PM

木曜・日曜・祝日・土曜午後 

大
船
駅 

大
船
駅
前 

大
船
観
音 

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン 

す
か
い
ら
ー
く 

ロ
ー
ソ
ン 

当院 

あり P

大船駅西口より徒歩3分 鎌倉市津1037ー56

佐藤歯科医院 
午後 ２ ３０ ～ ： ６ ００ ： 
午前 ８ ３０ ～ ： １ ００ ： 

月 診 療 時 間  火 水 木 金 土 
○ ○ ○ × ○ ○ 
○ ○ ○ × ○ ○ 

日 
○ 
× 

（0467） 32ー6480
ム シ バ ゼロ 

泰川恵吾理事長は「日本でいちばん幸せな医療」（小学館刊）の著者 泰川恵吾理事長は「日本でいちばん幸せな医療」（小学館刊）の著者 
泰川恵吾理事長は東京女子医大救命救急センターICU医長を経て、平成9年に沖縄県宮古島にてドクターゴン診療所を開設。 
離島治療に真剣に取り組み、その訪問診療活動が、TV・雑誌等に取り上げられ、平成16年7月には本が出版されました。 

鎌倉市常盤530ー1 Iビル1F
0467（32）5252


